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別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」
高

別
詩
論
考
松
原


期
は
、
離
別
詩
が
十
分
に
熟
を
げ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
	提
に
は
、
初
後
期
に
お
け
る
離
別
詩
の

、
別 、
詩
と
留 、
別 、
詩
へ
の
分

が
あ
っ
た
。
六
時
代
の
後
期
に
は
、
離
別
詩
は
多
く
の
作
品
數
を
集
め
て
、
す
で
に
熟
し
た
文
學
の
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
當
時
の
離
別
詩
に
は
、
別
と
留
別
と
の
別
が
十
分
に
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
詩
題
に
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、「
別
～
」「
～
別
」
等
の
命
題
の
下
に
別
詩
も
留
別
詩
も
作
ら
れ
、
作
品
に
よ
っ
て
は
、
詩
題
の
み
な
ら
ず
、
詩
の
本
體
に
お
い
て
も
、
そ
の
別
の
困
な
も
の
も
多
く
存
在
し
て
い
た
。
別
と
留
別
の
分
が
確
立
し
た

以
の
基
準
を
も
っ
て
す
れ
ば
な
お
未
熟
な
段
階
に
あ
る
こ
の
六
期
の
離
別
詩
は
、
し
か
し
點
を
變
え
れ
ば
、
別
と
留
別
と
の
十
分
す
ぎ
る

に
物
な
位
置
關
係
を
超
え
て
、
離
別
に
お
い
て
互
い
に
等
質
の
感
（
離
別
の
悲
哀
）
を
共
有
す
る
こ
と
に

な
眼
目
を
お
く
、
獨
自
の
張
を
持
つ
樣
式
だ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
況
に
變

が
こ
る
の
が
、
初
四
の
一
人
、
王
勃
に
お
い
て
で
あ
る
（
１
）。
王
勃
は
「
序
」
と
い
う
新
た
な
文
體
を
創
出
す
る
。
こ
れ
は
別
の
文
宴
で
、
列
席
に
對
し
て
一
律
に
別
詩
の
制
作
を
促
す
こ
と
趣
旨
と
す
る
、
機
能
文
體
で
あ
る
。
こ
の
「
序
」
の
出
現
は
、
離
別
詩
に
二
つ
の
新
し
い
局
面
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、

、
別 、
詩
の
制
作
數
そ
の
も
の
の
飛


大
。
第
二
に
、
別
詩
の
多
作

は
別
詩
の
樣
式

を
促
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
反
面
に
、
別
詩
か
ら
別
さ
れ
た
留 、
別 、
詩
の
樣
式

を
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。
六
期
ま
で
の
別
と
留
別
と
の
別
を
持
た
な
い
離
別
詩
は
、
こ
こ
を
端
に
、
別
詩
と
留
別
詩
に
明
瞭
に
分

す
る
の
で
あ
る
。
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初
後
期
に
出
現
し
た
、
こ
の
別
詩
と
留
別
詩
と
の
分
は
、
自
ず
と
、
兩
の
命
題
方
法
の
差
別
に
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
、
別
詩
の
代
表
な
命
題
は
「
」「
別
」
ま
た
「
餞
」
と
な
り
、
留
別
詩
の
そ
れ
は
「
留
別
」
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。＊
「
留
別
」
と
い
う
命
題
そ
の
も
の
は
、
初
の
末
期
に
	立
し
て
い
る
。
「
留
別
」
の
語
が
最
も
早
く
離
別
詩
の
命
題
に
用
い
ら
れ
た
作
例
と
し
て
、

の
三
首
が
げ
ら
れ
る
。
宋
之
問
「
留 、
別 、
之
舍
弟
」
、
崔
融
「
留 、
別 、
杜
審
言
并
洛
中
舊
」
、
張
循
之
「
州
留 、
別 、
使
君
」
。
い
ず
れ
が
最
初
か
斷
の
決
め
手
は
な
い
が
、
く
と
も
則
天
武
后
在
位
の
末
期
に
は
命
題
と
し
て
	立
し
て
い
た
（
張
循
之
の
年
は
武
后
に
あ
る
）
。
な
お
「
留
別
」
が
安
定
し
た
命
題
と
し
て
	熟
す
る
の
は
、
孟
然
が
五
首
の
「
留
別
～
」
と
題
す
る
詩
を
殘
し
た
後
で
あ
る
（
２
）。
も
っ
と
も
別
詩
と
留
別
詩
と
の
分
を
承
け
、
留
別
詩
に
對
し
て
「
留
別
」
と
い
う
命
題
法
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
渡
な
一
時
期
（
初
末
期
）
に
、
別
の
詩
の
「
」
に
對
し
て
、
留
別
の
詩
を
專
ら
「
別
」
の
命
題
で
稱
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
そ
の
影
の

ぶ
と
こ
ろ
、

期
以
後
も
「
別
」
の
命
題
は
、
に
留
別
詩
の
命
題
と
し
て
繼
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

期
に
お
い
て
、
「
別
」
の
命
題
を

、
別 、
に 、
も 、
用
い
る
詩
人
が
、
例
外
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
例
外
の
代
表
格
が
、
張
で
あ
り
、
お
く
れ
て
は
高
で
あ
る
。
し
か
も
彼
ら
に
お
い
て
「
別
～
」
系
の
命
題
は
、
別
と
留
別
と
の
未
分
の
六


況
を
た
ん
に

極
に
引
き
ず
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
定
の
表
現
意
圖
の
下
に
、
別
の
詩
に
積
極
に
活
用
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
別
～
」
の
命
題
が
特
に
別
の
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
作
品
に
目
し
て
、
「
」
と
「
別
」
と
に
如
何
な
る
相
 で
あ
る
の
か
を
檢
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
別
の
「
別
～
」
詩
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
一
方
の
「
～
」
詩
と
の
對
比
が
不
可
缺
で
あ
る
。
そ
こ
で
順
序
と
し
て
、
「
～
」
詩
の
特
!に
つ
い
て
の
"單
な
確
#か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。
（
一
）「
～
」
詩
の
特
!
張

在
野
の
詩
人
、
王
勃
に
よ
っ
て
端
$に
就
い
た
「
～
」
詩
の
量
%
は
、
宮
&の
文
學
に
も
'も
な
く
波
す
る
。

初
期
を
代
表
す
る
臺
閣
の
詩
人
は
、
張
で
あ
り
、
彼
に
お
い
て
「
～
」
詩
は
確
實
に
宮
&文
學
の
一
員
と
し
て
根
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
張
は
、
官
人
が
地
方
に
赴
任
す
る
と
き
を
捉
え
て
、
多
く
の
別
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。
彼
の
行
す
る
官
人
は
、
必
ず
し
も
彼
と
對
等
の
關
係
に
あ
る
友
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
部
分
は
、
上
官
と
下
僚
と
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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の
關
係
の
中
で
、
下
僚
を
ま
し
て
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
張
が
、
科

官
僚
の
頭
目
と
し
て
積
極
に
後
を
提
	し
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
（
代
表
は
嶺
南
の

で
あ
る
張
九
齡
）
、
離
別
の
場
に
お
け
る
詩
文
（
別
詩
）
を
介
し
た
交
流
は
、
彼
が
扶
植
し
た
人
際
關
係
を
確
す
る
重
な
機
會
で
も
あ
っ
た
に
相
な
い
。
張
の
「
～
」
を
命
題
と
す
る
二
七
題
（
二
九
首
）
の
詩
題
を
、
以
下
に
示
す
。
な
お
線
は
、
被

の
目
地
・
目
行
爲
を
記
す
部
分
で
あ
る
。
①
奉
和
製
宇
文
融
安
輯
戸
口
應
制
②
郭
大
夫
元
振
再
使
吐
蕃
③
李
侍
迥
秀
薛
長
史
季
同
賦
得
水
字
④
王
光
庭
⑤
新
南
亭
郭
元
振
盧
崇

⑥
尹
補
闕
元
凱
琴
歌
（
公
善
琴
）
⑦
考
功
武
員
外
學
士
使
嵩
山
署
舍
利
塔
⑧
奉
和
製
金
公
適
西
蕃
應
制
⑨
鄭
大
夫
惟
忠
從
公
主
入
蕃
⑩
崔
二
長
史
日
知
赴
州
⑪
同
賀
八

公
赴
荊
州
⑫
王
自
羽
林
赴
永
昌
令
⑬
任
御
史
江
南
發
糧
以
賑
河
北
百
姓
⑭
王
一
嚴
嶷
二
侍
御
赴
司
馬
都
督
軍
⑮
李
問
政
河
北
簡
兵
⑯
岳
州
李
十
從
軍
桂
州
⑰
嶺
南
使
⑱
奉
和
製
王
巡
邊
應
制
⑲
蘇
合

⑳
喬
安
邑
備

趙
二
書
昭
北
伐
南
中
北
使
二
首

趙
順
直
中
赴
安
西
副
大
都
督

宋
休
 之
蜀
任
!
梁
知
"渡
海
東
#嶺
南
使
二
首
$
梁
六
自
洞
庭
山
作
以
上
の
「
～
」
詩
の
最
た
る
特
%は
、
多
く
の
詩
題
中
に
被


の
目 、

、
地 、
點 、
、
あ
る
い
は
目 、

、
行 、
爲 、
を
&體
に
書
き
'ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
六
(期
の
離
別
詩
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
直
)の
四
*の
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高
+
別
詩
論
考
（
松
原
）
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「
～
」
詩
の
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
が
詩
題
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
大
勢
で
は
な
か
っ
た
。
詩
は
當
時
、
假
に
個
人
の
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
で
あ
っ
て
も
、
第 、
三 、

、
に 、
公 、
開 、
さ
れ
る
こ
と
を
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
さ
い
意
を
す
る
。
假
に
離
別
と
い
う

、
	
、
の 、
事 、
件 、
そ
の
も
の
を

題
と
し
、
離 、
別 、
の 、
哀 、
傷 、
を
純
粹
に
取
り
出
し
て
表
白
す
る
こ
と
に
關
心
を
向
け
る
作
品
で
あ
れ
ば
、
雙
方
の
當
事
に
と
っ
て
、
目
地
點
や
目

行
爲
の
明
示
は
不
必
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
第
三
で
あ
る
讀

に
對
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は

題
の
在
處
を
曖
昧
に
し
か
ね
な
い
蛇
足
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
張
が
あ
え
て
こ
の
點
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
る
に
、
離
別
そ
の
も
の
を

題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
被

の
行 、

、
の 、
目 、

、
を 、
第 、
三 、

、
に 、
知 、
ら 、
し 、
め 、
る 、
こ
と
自
體
に
、
「
～
」
詩
制
作
の


な
意
圖
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
張
が
行
し
た
の
大
部
分
は
、
任
務
に
赴
く
官
人
で
あ
る
。
張
の
「
～
」
詩
に
よ
っ
て
彼
の
名
と
官
は
書
き
留
め
ら
れ
、
文
學
の
す
ぐ
れ
た
傳
播
力
に
乘
っ
て
彼
の
話
題
は
、
當
の
離
筵
の
場
の
み
な
ら
ず
、
廣
く
官
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
被

は
、
そ
の
よ
う
な
別
の
詩
を
ら
れ
た
い
と
願
い
、
張
は
そ
の
よ
う
に

さ
れ
る
詩
を
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被

と
の
に
人
際
關
係
を
扶
植
す
る
の
で
あ
る
。
別
の
詩
が
作
ら
れ
る
文
宴
と
は
、
そ
の
確
か
な
一
面
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
世
俗
計
算
の
交
錯
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
上
記
の
「
～
」
詩
で
、
官
人
の
公
務
を
帶
び
て
の
立
ち
を
行
す
る
作
は
、
①
②
③
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳




の
二
二
首
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
國
に
お
け
る
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
張
の
「
～
」
詩
は
、
中
央
（
國
）に
お
い
て
、
官
人
の
赴
任
を
行
す
る
も
の
が
大
勢
を
占
め
る
。
比
喩
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
皇
の
地
方
に
赴
任
す
る
臣
下
に
對
す
る
配
慮
を
「
代
」
す
る
線
で
作
る
こ
と
を
、
基
本
な
性
格
と
し
て
い
る
。
事
實
、
張
の
こ
れ
ら
「
～
」
の
詩
に
は
、
三
首
の
製
に
奉
和
し
た
應
制
の
作
（
①
⑧
⑱
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
～
」
詩
に
在
す
る
こ
う
し
た
儀
禮
か
つ
威
な
性
格
を
象
 す
る
も
の
と
理
解
し
て
良
か
ろ
う
。
拙
稿
「
六
!期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
"（
下
の
一
）
何
遜
を
中
心
と
し
て
」
（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
11集
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
六
!期
の
別
詩
が

に
「
別
～
」
系
の
命
題
を
用
い
る
#均

$況
の
中
で
、
あ
え
て
「
～
」
の
命
題
が
用
い
ら
れ
る
特
殊
な
場
合
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
%べ
た
。
六
!離
別
詩
に
現
れ
る
「
～
」
の
命
題
は
、
&詩
に
お
け
る
よ
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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（
３
）
う
に
別
と
留
別
と
の
對
立
の
中
で
そ
の
一
方
の
別
を
標
記
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
義
に
は
む
し
ろ
、
離
別
の
場
の
性
格
均
の
場
合
に
は
儀
禮
性
の
濃
淡
、
ま
た
公
私
の
別
を
規
準
に
お
き
つ
つ
別
詩
の
中
で
擇
に
使
い
分
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
儀
禮
を
し
な
い
、
あ
く
ま
で
も
私
と
理
解
さ
れ
る
場
に
お
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
別
の
詩
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
「
～
」
と
は
命
題
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。（
六
二
頁
）
以
上
に
指
摘
し
た
六
期
に
お
け
る
「
～
」
詩
の
性
格
、
す
な
わ
ち
儀
禮
性
と
威
性
と
は
、
張
	の
「
～
」
詩
に
お
い
て
も
基
本
に
繼
承
さ
れ
て
い
る
と

斷
さ
れ
る
。
（
そ
し
て
こ
の
點
が
後
す
る
よ
う
に
、
張
	の
「
～
」
詩
を
、
彼
自
身
の
別
の
「
別
～
」
詩
か
ら
別
す
る
も
の
と
な
る
）。
＊
こ
の
「
～
」
詩
の
性
格
に
つ
い
て
の

斷
は
、
の
、
中
央
（
國
）
な
ら
ぬ
嶺
南
・
岳
州
と
い
う
邊
境
に
あ
っ
て
作
ら
れ
た
例
外
な
篇
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
「
～
」
の
命
題
を
用
い
る
こ
と
の
意
味
を
確
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
明
ら
か
で
あ
る
。
嶺
南
使
南
中
北
使
二
首
嶺
南
使
二
首

岳
州
李
十
從
軍
桂
州
先
の
三
首
は
、
嶺
南
の
邊
境
に
在
り
な
が
ら
も
、
張
	は
上
位
に
あ
る
公
力
の
行
使
と
し
て
、
國
に
歸
る
使
を
り
出
す
。
ま
た
の
岳
州
の
作
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
り
、
岳
州
刺
史
と
い
う
地
方
行
政
の
長
官
が
、
そ
の
職
務
の
一
と
し
て
、
官
命
を
帶
び
て
桂
州
に
赴
任
す
る
官
人
を
壯
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作
の
置
か
れ
た
「
威
あ
る
立
場
」
が
、
作
詩
に
お
い
て
「
～
」
の
命
題
を
擇
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
（
４
）。
（
二
）「
～
」
詩
の
特

孟
然
文
人
官
僚
と
し
て
頂
點（
宰
相
）を
極
め
た
張
	は
、
一
つ
の
極
端
な
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
に
、
も
う
一
方
の
極
端
に
あ
る
在
野
の
詩
人
、
孟
然
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
孟
然
に
あ
っ
て
は
、
中
央
（
國
）に
お
い
て
、
官
人
の
赴
任
を
壯
行
す
る
と
い
う
二
つ
の
條
件
は
、
基
本
に
備
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
、
そ
の
彼
に
お
い
て
「
～
」
詩
は
、
張
	の
そ
れ
と
如
何
に

、
續 、
す 、
る 、
特 、

、
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
然
の
「
～
」
詩
の
特
は
、
以
下
に
記
し
た
詩
題
に
お
い
て
先
ず
明
瞭
で
あ
る
（
線
は
、
立
つ
の
目
地
と
目
行
爲
）。
①
丁
大
鳳
進
士
赴
舉
呈
張
九
齡
②


遊
韶
陽
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
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③
陳
七
赴
西
軍
④
從
弟
下
第
後
尋
會
稽
⑤
辛
大
之
鄂
渚
不
及
⑥
和
盧
明
府
鄭
十
三
還
京
寄
之
什
⑦
高
陽
池
朱
二
⑧
鸚
鵡
洲
王
九
之
江
左
⑨
王
七
尉
松
滋
得
陽
臺
雲
⑩
張
子
容
進
士
赴
舉
⑪
張
參
明
經
舉
兼
向
州
覲
省
⑫
張
之
房
陵
⑬

宣
從
事
（
一
作
蘇
六
從
軍
）
⑭
桓
子
之
郢
成
禮
⑮
早
春
潤
州
從
弟
還
郷
⑯
謝
事
之
越
⑰
洛
中
奚
三
還
揚
州
⑱

	八
從
軍
⑲
元
公
之
鄂
渚
尋
觀
主
張
驂
鸞
⑳
王
五
昆
季
省
覲


崔
遏

盧
少
府
使
入
秦

袁
十
嶺
南
尋
弟

袁
太
尉
豫
章

下
辛
大
之
鄂

席
大

賈
昇

之
荊
府

洗
然
弟
進
士
舉

韓
使
君
除
洪
州
都
曹
（
韓
公
父
常
爲
襄
州
使
）

莫
甥

昆
弟
從
韓
司
馬
入
西
軍

山
蕭
員
外
之
荊
州

王
昌
齡
之
嶺
南

山
張
去
非
遊
巴
東

朱
大
入
秦

友
人
之
京

張
 中
遷
京
!
新
安
張
少
府
歸
秦
中
"
杜
十
四
之
江
南
孟
#然
が
り
出
し
た
「
被

$」
は
、
詩
題
に
よ
っ
て
知
り
う
る
限
り
で
も
、
科
%に
應
ず
る
$、
地
方
官
と
し
て
轉
任
す
る
$、
省
覲
す
る
$、
&魄
し
て
故
'に
歸
る
$、
漫
(に
出
る
$、
等
々
、
樣
々
中
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な
境
の
人
を
含
ん
で
い
て
、
張
が
專
ら
地
方
に
赴
任
す
る
官
人
を
行
し
た
の
と
は
、
な
っ
た
樣
相
を
し
て
い
る
。
孟
然
が
在
野
の
士
で
あ
り
、
彼
が
そ
の
世
界
で
交
わ
り
を
持
つ
人
々
は
、
臺
閣
に
あ
っ
た
張
の
場
合
と
は
な
っ
て
「
雜
多
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
制
作
の
場
（
つ
ま
り
被

の
身
分
）
の
相
	
を
含
み
な
が
ら
も
、
孟
然
の
「
～
」
詩
に
は
、
張
と
の
目
立
っ
た
共

點
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
詩
題
の
大
部
分
が
立
つ
の
目
地
點
と
目
行
爲
を
明
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
八
首
の
「
」
詩
の
詩
題
は
、
四
首
の
例
外
（
⑦
⑬

）
を
除
い
て
、
他
は
す
べ
て
「

（
人
）
（
目
）
」
の

を
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
「
・
丁
大
鳳
・
士
赴
舉
張
九
齡
」
は
、
丁
大
鳳
な
る
人
が
、
士
科
に
應
ず
る
べ
く
出
發
す
る
の
を
行
（
ま
た
せ
て
路
の
張
九
齡
に
合
格
た
め
の
便
宜
を
託
）
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
・
王
昌
齡
・
之
嶺
南
」
は
詩
友
の
王
昌
齡
が
、
嶺
南
に
（
左
さ
れ
て
）
赴
く
の
を

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
品
の

な
關
心
は
、
對
の
未 、
來 、
の 、
行 、
爲 、
（
こ
れ
か
ら
何
處
で
何
を
爲
す
か
）
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
孟
然
は
、
張
の
「
～
」
詩
と
基
本
な
性
格
を
共
有
し
て
い
る
。
生
涯
の
大
部
分
を
襄
陽
の
地
で
在
野
の
士
と
し
て
ご
し
た
孟
然
は
、
「
～
」
詩
が
傳
統
に
持
っ
て
い
た
威
性
・
儀
禮
性
を
、
彼
な
り
の
元
に
引
き
下
ろ
し
て
「
倣
」
し
た
の
で
あ
る
。
地
方
か
ら
科
受
驗
の
た
め
に
國
に
上
る
年
を
、
あ
た
か
も
任
地
に
赴
く
官
人
の
よ
う
に
壯
行
す
る
の
は
、
別
詩
制
作
の
恰
好
の
機
會
で
あ
る
。
ま
た
覲
省
と
い
う
名
目
の
歸
 も
、
そ
れ
が
儒
家
な
家
族
倫
理
に
根
據
が
あ
る
故
に
、
別
の
詩
を
も
っ
て
嚴
か
に
り
出
す
に
相
應
し
い
機
會
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
孟
然
は
、
宮
!の
公
儀
禮
の
場
に
"熟
し
た
「
～
」
詩
を
、
民
#の
儀
禮
空
#の
中
に
移
植
し
た
。
こ
う
し
た
工
夫
を

し
て
、
「
～
」
詩
は
、
六
$以
來
の
閉
%さ
れ
た
宮
!官
場
か
ら
解
放
さ
れ
、
在
野
の
廣
汎
な
作

&を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
＊
孟
然
が
文
學
史
上
に
果
た
し
た
役
'は
、
在
野
の
詩
人
が
、
從
來
の
よ
う
に
隱
(を
氣
取
る
の
で
は
な
く
（
)い
去
で
は
王
績
の
よ
う
に
）
、
世
#
な
關
心
、
あ
る
い
は
よ
り
積
極
な
立
身
へ
の
願
*を
+直
に
保
持
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
は
官
僚
貴
族
し
か
參
加
で
き
な
か
っ
た
文
學
の
世
界
（
一
例
と
し
て
の
別
文
學
）
に
加
わ
る
方
,を
發
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
-點
で
言
え
ば
、
孟
然
の
文
學
の
中
に
隱
(（
.淡
）
へ
の
志
向
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
の
は
、
そ
れ
が
彼
の
文
學
の
重
な
一
面
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
に
與
え
ら
れ
る
べ
き
文
學
史

/價
と
は
方
向
を
0に
し
て
い
る
。
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高
1
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も
っ
と
も
こ
の
時
、
孟
然
は
一
個
人
の
立
場
で
「
～
」
詩
を
作
っ
て
い
る
と
解
釋
す
る
の
は
、
正
確
で
は
な
い
。
孟
然
に
と
っ
て
は
、
彼
が
屬
す
る
團 、
體 、
、
つ
ま
り
在 、
地 、
の 、
名 、
士 、
集 、
團 、
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
、
彼
が
こ
の
と
き
據
っ
て
立
つ
基
盤
だ
っ
た
。
彼
は
い
わ
ば
名
士
の
一
人
の
格
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
を
代
表
し
て
行
の
詩
を
制
作
し
た
の
で
あ
る
（
５
）。
つ
ま
り
張
か
ら
孟
然
に
至
る
ま
で
、
「
～
」
詩
の
作
は
、
一
貫
し
て
集
團
に
屬
し
、
そ
の
集
團
の
員
と
し
て
の
意
識
を
體
し
な
が
ら
、
對
の
未
來
の
行
爲
（
ま
た
特
に
世
俗
營
爲
）
に
關
心
を
向
け
、
理
性
な
	

を
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
作
個
人
に
屬
し
た
、
去
の
回
想
を
本
質
と
す
る


な
惜
別
の
感
の
吐
露
は
、「
～
」
詩
の

な
關
心
事
で
は
な
か
っ
た
。
（
三
）「
～
」
詩
の
特

小
結
こ
れ
ま
で
張
と
孟
然
の
「
～
」
詩
の
性
格
に
つ
い
て
、
單
に
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
を
、
箇
條
書
き
風
に
整
理
す
る
と
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、「
～
」
詩
は
威
性
・
儀
禮
性
を
持
つ
。
こ
の
性
格
は
、
皇
が
地
方
官
の
赴
任
を
行
す
る
式
典
を
範
型
と
し
て
、
文
學
に
よ
っ
て
こ
れ
を
「
倣
」
す
る
樣
式
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
張

の
「
～
」
詩
が
中
央
（
國
）
に
お
い
て
官
人
の
赴
任
を
行
す
る
の
は
、
そ
の
範
型
に
最
も
い
倣
で
あ
り
、
孟
然
の
「
～
」
詩
が
地
方
（
襄
陽
）
に
お
い
て
科
の
受
驗
に
上
る
を
行
す
る
の
は
、
範
型
か
ら
比
較

ざ
か
っ
た
倣
と
な
る
。
第
二
に
、
「
～
」
詩
の
作
は
、
常
い
う
と
こ
ろ
の
個
人
で
は
な
く
、

と
被

の
雙
方
を
そ
の
員
と
し
て
含
ん
だ
團
體
（
利
な
い
し
は
價
値
で
結
ば
れ
た
集
團
）
で
あ
る
。
作
は
、
い
わ
ば
そ
の
團
體
（
張
に
お
け
る
官
僚
集
團
・
孟
然
に
お
け
る
在
地
の
名
士
集
團
）
の
員
と
し
て
の
格
に
お
い
て
、
「
～
」
詩
の
制
作
に
當
た
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
こ
で
は
個
人
に
屬
す
る
素
（
被

と
の
個
人
な
交
に
由
來
す
る
惜
別
の
哀
傷
な
ど
）
は
、
不
な
も
の
と
し
て
排
除
さ
れ
る
。
第
三
に
、
「
～
」
詩
の

な
關
心
が
存
す
る
の
は
、
被

の
未 、
來 、
の 、
行 、
爲 、
（
ま
た
特
に
世
俗
營
爲
）
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
性
（
つ
ま
り
ね
は
世
俗
）
な
	

で
あ
る
。
そ
の
被

の
未
來
に
豫
定
さ
れ
た
行
爲
は
、
彼
が
團
體
の
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
團
體
の
關
心
事
で
も
あ
る
。
こ
の
意
味
は
、
地
方
官
の
赴
任
を
行
す
る
場
合
に
、
と
り
わ
け
明
瞭
と
な
る
。
被

が
赴
任
地
で
治
績
を
上
げ
る
こ
と
を
	

し
、
ま
た
順
な
歸
 を
期
待
す
る
の
は
、
彼
を
り
出
す
團
體
（
官
僚
集
團
）
と
し
て
最
も
自
然
で
、
し
か
も
穩
當
な
別
の
言
辭
と
な
る
の
で
あ
る
。
中
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第
四
に
、「
～
」
詩
は
、「
沿
路
の
敍
景
」
を
修
辭
の
特
と
す
る
（
６
）。
「
～
」
詩
の
べ
る
言
辭
が
「
理
性
な

」
だ
け
で
あ
っ
て
は
、
文
學
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
不
足
し
て
い
る
離
別
の
場
に
相
應
し
い

	を
補
償
し
、
擬
似
に
惜
別
の
氣
分
を
演
出
す
る
の
が
、
「
沿
路
の
敍
景
」
だ
っ
た
と
理
解
し
て
良
か
ろ
う
。
別
の
詩
に
現
れ
る
「
沿
路
の
敍
景
」
と
は
、
作

の
惜
別
の
想
念
が
、
豫
定
さ
れ
た
の
風
景
の
中
を
、
對

の
影
と
手
を
携
え
な
が
ら
辿
る
こ
と
を
演
出
す
る
、
計
算
さ
れ
た
抒
の
樣
式
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
「
沿
路
の
敍
景
」
は
、
ね
は
實
感
を
う
こ
と
な
く
文 、
獻 、
知 、
識 、
を
點
綴
す
る
だ
け
に
わ
っ
て
、
修
辭
伎
倆
の
披
露
の
域
を
超
え
出
る
も
の
は
、
少
な
か
っ
た
（
正
確
に
は
、
剩
な
感
の
吐
露
は
、
そ
も
そ
も
集
團
の
員
に
相
應
し
く
な
い
蛇
足
と
し
て
、
意
識
に
抑
制
さ
れ
た
（
７
））。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
「
～
」
詩
は
、
離
別
の
文
學
の
限
ら
れ
た
一
部
分
を
代
表
す
る
も
の
と
は
な
り
得
て
も
、
決
し
て
圓
滿
な
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

な
原
因
は
、
作

が
個
人
と
し
て
の
立
場
で
、
そ
の
離
別
の
事
件
に
直
截
に
關
わ
る
こ
と
が
で 、
き 、
な 、
か 、
っ 、
た 、
こ
と
に
あ
る
。
「
～
」
詩
に
は
、
目
に
た
わ
る
離
別
に
つ
い
て
の
關
心
が
稀
で
あ
り
、
す
る
に
、
作

と
被


と
に
え
ら
れ
た

、
去 、
の 、
交 、
誼 、
の 、
回 、
想 、
が 、
缺 、
如 、
し
、
こ
の
回
想
が
詩
の
中
に
呼
び

こ
す
惜 、
別 、
の 、
感 、

、
が 、
稀 、

、
な
の
で
あ
る
。
＊
念
の
た
め
附
言
す
れ
ば
、
「
～
」
詩
が
離
別
に
無
關
心
な
樣
式
で
あ
る
こ
と
は
、
作

個
人
が
被


と
の
離
別
に
無
關
心
（
無
感
動
）
で
あ
る
こ
と
と
、
一
應
は
別
の
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
「
～
」
詩
が
、
對

と
の
交
の
積
み
重
ね
や
、
對

と
の
離
別
に
よ
る
感
動
（
哀
傷
）
が
無
く
と
も
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
冷
靜
で
客

な
樣
式
で
あ
る
こ
と
も
、
確
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
文
宴
に
な
る


は
、
必
ず
し
も
被


と
昵
懇
の
關
係
に
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
そ
の
總
て
が
別
れ
を
惜
し
む

で
も
な
い
。
と
り
わ
け
官
人
相
互
の
交
の
一
の
中
で
、
參
加

は
樣
々
な
理
由
の
下
に
、
相
い
 な
る
思
い
を
懷
い
て
別
の
宴
席
に
參
集
す
る
。
こ
う
し
た
場
に
お
い
て
作
ら
れ
る
「

～
」
の
別
詩
に
、
一
律
に
、
去
の
交
誼
の
回
想
を
求
め
る
こ
と
も
、
ま
た
惜
別
の
眞
!な
抒
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
「
～
」
の
詩
が
、
豫
定
さ
れ
た
客

事
實
（
目
地
點
・
目
任
務
）
に
基
づ
い
て
"
さ
れ
る
の
は
、
宴
席
に
集
っ
た

が
、
一
律
に
同
じ
地
點
に
立
っ
て
別
詩
の
制
作
に
當
た
り
得
る
、
そ
の
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
樣
式
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
～
」
詩
に
は
、
冷
靜
で
客

な
樣
式
が
備
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
＊
上
の
「
～
」
詩
の
性
格
は
、
#
$後
期
の
作
品
を
基
準
に
、
歸
%
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
&の
中
$
期
（
大
'～
貞
元
）
に
は
、
「
～
」
詩
が
#
$後
期
に
も
ま
さ
っ
て
量
(さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
「
～
」
詩
は
、
團
體
を
基
盤
と
し
た
行
と
い
う
性
格
が
後
)し
、
こ
れ
に
い
積
極
な
「

」
の
素
が
後
)し
て
、
「
哀
傷
」
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高
*
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詩
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が
面
に
出
て
く
る
（
安
史
の
亂
後
の
沈
し
た
世
相
も
こ
の
變
に
大
き
く
關
わ
る
だ
ろ
う
）
。
し
か
し
そ
の
「
哀
傷
」
は
、
必
ず
し
も
當
事

相
互
の
交
の
回
想
を
踏
ま
え
た
體
な
惜
別
の
哀
傷
で
は
な
く
、
多
分
に
	型
・
定
型
し
た


と
な
っ
て
い
る
。
「
～
」
詩
が
、
離
筵
に
お
け
る
集
團
制
作
を
作
法
の
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
個
人
に
し
た
抒

が
制
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
れ
方
は
こ
そ
な
る
が
、

後
期
の
「
～
」
詩
の
み
な
ら
ず
、
中

期
の
「
～
」
詩
の
抒

を
も
規
定
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
四
）「
別
～
」
に
よ
る
別
張

孟
然
ら
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
「
～
」
詩
は
、
狹
い
臺
閣
か
ら
解
放
さ
れ
、
民
の
幅
廣
い
臺
を
得
す
る
。
し
か
も
、
表
現
手
法
が
第
に
特
定
の
樣
式
（
五
言
律
詩
型
・
沿
路
の
敍
景
）
と
し
て
熟
す
る
に
い
（
明
に
は
作
法
の
指
南
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
い
）、「
～
」
詩
は
、

後
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
、
最
も
多
く
の
作
品
を
集
め
る
作
品
群
に
長
し
た
。
し
か
し

し
た
よ
う
に
、
「
～
」
詩
は
一
方
で
、
離
別
の
場
に
お
け
る
個
人
の
抒

と
い
う
點
で
あ
ら
か
じ
め
大
き
な
制
を
設
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
抒

の
柔
軟
さ
を
缺
き
、
し
か
も
樣
式
の
安
定
の
み
が
行
す
る
こ
の
「
～
」
詩
は
、
す
で
に

後
期
に
、
千
篇
一
律
の

を
生
む
危
險
と
背
中
合
わ
せ
の
態
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
危
機
と
見
る
詩
人
も
、
そ
の
一
方
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。
張
は
最
も
早
く
そ
の
問
題
に
氣
付
き
、
高
 は
、
!ら
く
は
最
も
深
刻
に
そ
の
問
題
を
了
解
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
樣
式
さ
れ
た
「
～
」
詩
の
"
期
に
あ
っ
て
、
こ
の
二
人
の
詩
人
が
「
別
～
」
の
命
題
を
用
い
た
多
く
の
別
の
詩
を
作
っ
て
い
る
事
實
か
ら
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
別
～
」
系
の
命
題
に
よ
る
別
詩
は
、
「
～
」
詩
に
對
し
て
如
何
に
な
る
性
格
を
#張
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
對
す
る
一
つ
の
回
答
は
、

初
期
の
代
表
な
「
～
」
詩
の
作
で
あ
る
張
に
お
い
て
、
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
張
は
、
「
別
～
」
系
の
命
題
を
持
つ
離
別
詩
を
凡
て
十
三
題
（
十
四
首
）、
傳
え
て
い
る
。
に
そ
の
詩
題
を
書
き
出
し
て
お
こ
う
。
①
別
$一
師
②
相
州
池
別
許
鄭
二
%官
景
先
&力
③
岳
州
宴
別
潭
州
王
熊
二
首
④
岳
州
別
姚
司
馬
紹
之
制
許
歸
侍
⑤
岳
州
別
趙
國
公
王
十
一
'入
(
中
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⑥
岳
州
別
子
均
⑦
端
州
別
高
六

⑧
南
中
別
蒋
五
岑
向
州
⑨
南
中
別
陳
七
李
十
⑩
南
中
別
王
陵
崇
⑪
幽
州
別
陰
長
河
行
先
⑫
石
門
別
楊
六
欽

⑬
岳
州
別
梁
六
入

「
別
～
」
系
の
命
題
は
、
初
後
期
に
は
基
本
に
留
別
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
趨
勢
に
反
し
て
、
張
	の
こ
れ
ら
の
詩
は
、
總
て
が

別
の
詩
と
な
っ
て
い
る
そ
し
て
第
二
の
特
は
、
そ
の

別
の
地
點
が
一
つ
の
例
外
も
な
く
、
「
地 、
方 、
」
な
い
し
は
「
邊 、
境 、
」
の
地
の
制
作
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
相
州
（
河
南
安
陽
）
」
「
岳
州
」
「
端
州
（
廣
東
慶
市
）」「
南
中
（
兩
廣
）」「
幽
州
」「
石
門
（
浙
江
田
縣
石
門
山
？
）」
は
、
相
州
が
比
較
京
洛
に
い
の
を
除
け
ば
、
何
れ
も
當
時
は
邊
境
と
意
識
さ
れ
る
土
地
で
あ
る
。
ま
た
と
り
わ
け
「
端
州
」「
南
中
」
は
、
嶺
南
の
地
に
他
な
ら
ず
、
そ
こ
は
張
	が
則
天
武
后
治
世
の
末
年
、
寵
臣
で
あ
っ
た
張
昌
宗
・
張
易
之
に
忤
ら
っ
て
却
っ
て
誣
さ
れ
、
流
竄
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
制
作
地
不
明
の
①
を
除
き
、
總
て
の
「
別
～
」
詩
が
、
地
方
・
邊
境
の
地
に
お
け
る
制
作
で
あ
る
こ
と
は
、
張
	の
一
方
の
「

～
」
詩
が
、
中
央
（
國
）
に
お
い
て
官
人
の
赴
任
を
壯
行
す
る
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
事
態
と
、
截
然
と
對
立
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
は
、
張
	が
「

～
」
と
の
對
立
の
中
で
、
「
別
～
」
系
の
命
題
を
意 、
識 、

、
に 、
用 、
い 、
分 、
け 、
て 、
い 、
た 、
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
張
	の

別
に
お
け
る
「

～
」
詩
と
「
別
～
」
詩
と
の
對
立
、
そ
の
根
柢
に
あ
る
の
は
、
威
と
儀
禮
と
に
よ
っ
て
文
さ
れ
た
「
中
央
」
と
、
そ
れ
を
持
た
な
い
「
地
方
」
と
の
差
で
あ
る
。
張
	は
六
以
來
の
「

～
」
詩
の
傳
統
に
從
っ
て
、
中
央
に
お
い
て
作
ら
れ
た
、

威
と
儀
禮
と
を
特
と
す
る

別
の
詩
に
「

～
」
の
命
題
を
與
え
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
相
當
し
な
い
非
「
威
・
儀
禮
」
な

別
の
詩
に
對
し
て
「
別
～
」
の
命
題
を
與
た
の
も
、
や
は
り
六
以
來
の
命
題
法
に
從
っ
て
の
こ
と
と
理
解
し
て
良
か
ろ
う
（
「
別
～
」
の
命
題
は
大
時
代
に
は
、

別
・
留
別
の
雙
方
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
を
專
ら
留
別
に
用
い
る
の
は
初
後
期
以
後
の
用
法
）。
も
っ
と
も
張
	の
「
別
～
」
詩
は
、
制
作
地
點
の
相
（
中
央
か
地
方
か
）
を
除
け
ば
、
「

～
」
詩
と
の
對
立
は
一 、
見 、
し 、
た 、
と 、
こ 、
ろ 、
必
ず

別
に
お
け
る
「
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と
「
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」―
高

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し
も
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
張
が
地
方
に
お
い
て
別
れ
た
相
手
が
、
國
で
彼
が
壯
行
し
た
の
と
同
樣
の
官
人
だ
っ
た
こ
と
と
關
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
品
の
關
心
（
つ
ま
り
題
）
の
置
き
方
は
、
兩
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
岳
州
別
趙
國
公
王
十
一
入

岳
州
に
て
趙
國
公
王
十
一
の
入
す
る
に
別
る
昔
濫
貂
蝉
長
昔
は
貂
蝉
の
長
き
を
濫
り
に
し
同
承
雨
露
霏
同 と
もに
雨
露
の
霏 し
たた
る
を
承
け
た
り
今
參
魚
	守
わ
れ
は
今
魚
	の
守
に
參
じ

美
洞
庭
歸
き
み
は


ほ
ま
れ美
に
し
て
洞
庭
よ
り
歸
る
浦
樹
懸
秋
影
浦
樹
秋
影
（
太
陽
）
を
懸
け
江
雲
燒
輝
江
雲
輝
に
燒
か
る
離
魂
似
征
帆
離
魂
征
帆
に
似
て
恆


飛
恆
に

に
か
ひ
て
飛
ぶ
王
（
685？
―
746）
は
中
宗
の
と
き
、
武
三
思
の
專
を
抑
え
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
江
に

し
た
こ
と
が
あ
る
。
玄
宗
位
の
後
は
、
太
公
を
誅
す
る
と
き
の
功
に
よ
っ
て
玄
宗
の
信
任
を
得
、
趙
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
張
が
、
か
つ
て
則
天
武
后
の
寵
臣
、
張
昌
宗
兄
弟
と
對
立
し
て
嶺
南
に
左
さ
れ
た
の
と
、
相
い
ず
る
經
で
あ
る
。
「
昔
濫
貂
蝉
長
、
同
承
雨
露
霏
」
は
、
作
も
王
も
、
か
つ
て
玄
宗
の
寵
愛
を
得
た
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
こ
の
時
、
張
は
岳
州
刺
史
に
貶
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
地
方
官
だ
っ
た
王
は
國
に
歸
る

、
岳
州
に
張
を
訪
ね
た
。
頸
聯
「
浦
樹
懸
秋
影
、
江
雲
燒
輝
」
は
、
浦
樹
の
枝
に
掛
か
っ
た
秋
の
夕
日
が
、
江
雲
を
赤
く
焦
が
し
て
輝
く
さ
ま
を
寫
し
て
、
秀
で
あ
る
。
張
の
胸
を
燒
く
焦
燥
の
思
い
を
暗
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
官
の
立
ち
を
る
と
い
う
點
で
は
、
中
央
と
地
方
と
の
場
こ
そ
な
れ
、
大
差
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
二
つ
の
相
に

目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
第
一
に
、
王
と
の
交
が
、
 提
と
し
て
回
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
首
聯
）。「
～
」
詩
が
、
團
體
の
!員
の
意
識
の
下
に
制
作
さ
れ
、
個
人
の
元
の
交
"は
努
め
て
回
想
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
こ
の
點
で
相
し
て
い
る
。
第
二
に
、
作
自
身
の
境
#
に
つ
い
て
、
多
く
が
敍
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
岳
州
刺
史
と
い
う
不
如
意
の
境
#が
、
「

美
」
の
榮
$を
%か
し
て
歸
京
す
る
王

の
境
#と
對
比
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
不
#感
は
、
尾
聯
「
離
魂
似
征
帆
、
恆


飛
」
の
詩
句
と
な
っ
て
、
直
截
に
吐
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
の
個
人
に
屬
す
る
感
&の
表
白
は
、
「
～
」
詩
で
は
抑
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
中
國
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な
お
附
言
す
れ
ば
、「
～
」
詩
で
は
、「
被

の
目
地
點
な
い
し
目
行
爲
と
の
明
記
」
が
詩
題
の
特
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
張
の
「
別
～
」
詩
は
、
こ
れ
を
明
記
し 、
な 、
い 、
作
品
が

を
占
め
て
、
こ
の
點
が
「
別
～
」
詩
の
大
き
な
特
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
少
な
い
例
外
と
し
て
、
こ
の
「
岳
州
別
趙
國
公
王
十
一
	入 、


、
」
が
あ
る
。
し
か
し
上
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
關
心
は
、
今
の
離
別
の
哀
傷
を
抒
べ
、
不
な
境
に
取
り
殘
さ
れ
る
作
自
身
の
焦
燥
を
抒
べ
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
王
	が
「
入

」
す
る
こ
と
は
、
そ
の
土
地
（
京
洛
）
が
北
方
に
あ
っ
て
張
の
歸
京
の
願
い
を
惹
く
こ
と
を
除
け
ば
、
張

の
關
心
は
、
そ
れ
以
上
こ
の
點
に
向
か
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
「
別
～
」
詩
は
、
離
別
の
今
に
關
心
を
置
い
て
、
未
來
に
は
關
心
を
示
さ
な
い
。
こ
う
し
た
基
本
な
性
格
は
、
詩
題
に
も
、
ま
た
詩
の
本
體
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
張
の
「
別
～
」
系
の
命
題
は
、
初
後
期
に
定
し
つ
つ
あ
っ
た
命
題
の
新
し
い
原
則
、
す
な
わ
ち
別
詩
の
「
～
」
・
留
別
詩
の
「
別
～
」（
な
い
し
は
「
留
別
～
」）
と
い
う
分
擔
と
は
く

な
っ
て
、
む
し
ろ
い
六

以
來
の
原
則
に
從
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
張
の
「
別
～
」
の
命
題
の
あ
り
か
た
は
、
こ
の
面
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
例
外
で
保
守
な
用
法
と
し
て
片
付
け
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後
の

期
の
別
の
詩
が
、
大
勢
と
し
て
「
～
」
詩
に
よ
っ
て
獨
占
さ
れ
た
と
き
、「
～
」
詩
の
枠
組
か
ら
排
除
さ
れ
た
個
人
の
抒
は
、
却
っ
て
「
別
～
」
の
命
題
の
中
に
出
口
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
張
の
「
別
～
」
詩
は
、
こ
の
點
で
、

期
の
別
詩
に
對
す
る
重
な
提 、
案 、
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
（
五
）の
一
「
別
～
」
に
よ
る
別
高


後
期
の
「
別
～
」
系
の
命
題
に
よ
る
別
詩
の
制
作
で
は
、
高
が
代
表
な
作
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
の
詩
題
を
示
す
（
白
き
は
留
別
の
作
）。
①
宋
中
別
梁
李
三
子
②
宋
中
別
李
八
③
別
王
徹

別
王
十
七
管
記
⑤
漣
上
別
王
秀
才
⑥
別
沈
四
人
⑦
別
（
一
作
）
張
少
府
⑧
淇
上
別
劉
少
府
子

⑨
別
耿
尉
宋
中
林
慮
楊
十
七
山
人
因
而
有
別
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
松
原
）
43
酬
別
薛
三
蔡
大
留
韓
十
四



中
酬
李
少
府
別
之
作
⑬
雎
陽
酬
別
暢
大
	官
⑭
宋
中

劉
書
記
有
別
⑮
別
晉
三
處
士
⑯
別
韋
參
軍
⑰
臺
夜

李
景
參
有
別
⑱
別
韋
五
⑲
別
劉
大
校
書
⑳
宋
中
別
司
功
叔
各
賦
一
物
得
丘
別
韋
兵
曹
別
從
甥
萬
盈
別
崔
少
府
別
（
一
作
）
馮
	官
廣
陵
別
鄭
處
士
別
孫


別
山
人
別
王
八
宴
郭
校
書
因
之
有
別
東
別
衞
縣
李
少
府
夜
別
韋
司
士
得
字
別
董
大
二
首
こ
れ
ら
の
「
別
～
」
詩
に
は
、
四
首
の
留
別
の
作
（

 

）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
大
部
分
（
八
八
％
）
は
別
の
詩
で
あ
り
、
こ
の
顯
!な
傾
向
は
、
高
"の
「
別
～
」
詩
を
、
他
の
詩
人
の
「
別
～
」
詩
か
ら
決
定
#に
特
$づ
け
て
い
る
。
繰
り
%し
&べ
た
よ
う
に
、
初
'後
期
の
陳
子
昂
以
(、
「
別
～
」
は
に
留
別
の
命
題
で
あ
っ
た
。
高
"の
「
別
～
」
詩
に
つ
い
て
指
摘
す
べ
き
第
二
の
特
$は
、
彼
自
身
の
「
～
」
詩
と
の
比
較
に
お
け
る
特
$で
あ
る
。
孟
)然
の
三
八
首
の
「
～
」
詩
は
、
四
首
の
例
外
を
除
い
て
、「
（
人
）（
目
#）」
の
*
+を
,る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
～
」
詩
が
「
こ
れ
か
ら
何
處
で
何
を
爲
す
か
」
に
關
心
を
示
し
て
、
そ
れ
を
詩
題
に
明
記
す
る
傾
向
は
、
孟
)然
を
一
つ
の
典
型
と
し
て
、
當
時
の
詩
人
に
一
般
に
-め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
で
は
高
"の
「
～
」
詩
も
同
樣
で
あ
り
、
彼
の
三
二
首
の
「
～
」
詩
に
お
い
て
、
七
二
％
に
目
#が
明
示
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
こ
れ
に
對
し
て
、
今
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
「
別
～
」
詩
は
、
目
#を
明
示
す
る
も
の
が
極
め
て
少
數
（
十
二
％
）
で
あ
り
、
兩
.は
有
意
味
な
相
/を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
"の
「
別
～
」
詩
一
般
は
、
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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そ
の
「
～
」
詩
に
比
較
し
て
、
被

の
未
來
の
營
爲
に
つ
い
て
の
關
心
が
明
ら
か
に
低
い
の
で
あ
る
。
＊
一
方
、
高
の
「
～
」
詩
の
目
を
明
示
す
る
合
（
七
二
％
）
は
、
他
の
詩
人
の
場
合
に
比
べ
て
稍
や
低
い
（
孟
然
は
八
九
％
）
。
こ
の
傾
向
は
、
ら
く
は
高
に
、
「
～
」
詩
の
定
型
	し
た
樣
式
を

け
よ
う
と
す
る
意
圖
が
働
い
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
圖
は
、
「
～
」
詩
の
中
で
は
目
明
示
の
合
を
干
は
引
き
下
げ
、
さ
ら
に
は
「
～
」
詩
の
樣
式
そ
の
も
の
に
拘
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
別
～
」
詩
の
制
作
に
向
か
わ
せ
た
と
考
え
る
の
が
當
だ
ろ
う
。
（
五
）の
二
「
～
」
詩
の
特
に
つ
い
て
の
確

高
の
「
別
～
」
詩
に
つ
い
て
の
考
察
を
さ
ら
に
め
る
に
先
立
っ
て
、
行
論
の
便
宜
上
、
彼
の
「
～
」
詩
に
つ
い
て
必
な
確
を
し
て
お
き
た
い
。
す
で
に
張
と
孟
然
の
「
～
」
詩
に
し
て
そ
の
特
を
整
理
し
て
あ
る
の
が
、
こ
こ
で
は
參
考
に
な
る
。
李
少
府
貶
峽
中
王
少
府
貶
長
沙
李
少
府
の
峽
中
に
貶
さ
れ
王
少
府
の
長
沙
に
貶
さ
る
る
を

る
嗟
君
此
別
意
何
如
嗟
く
君
此
の
別
れ
意
何
如
ん
馬
銜
杯
問
謫
居
馬
を
め
杯
を
銜
み
て
謫
居
を
問
ふ
巫
峽
啼
猿
數
行

巫
峽
の
啼
猿
數
行
の

衡
陽
歸
雁
幾
封
書
衡
陽
の
歸
雁
幾
封
の
書
楓
江
上
秋
天

楓
の
江
上
秋
天
く
白

邊
古
木
疏
白
の
邊
古
木
疏
な
り
代
今
多
雨
露
代
今
雨
露
多
し
暫
時
分
手
莫
躊
躇
暫
時
手
を
分
か
つ
躊
躇
す
る
莫
か
れ
李
攀
龍
『
詩
』
に
も
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
高
ら
し
い
、
無
骨
で
の
す
わ
っ
た
風
格
を
備
え
た
佳
篇
で
あ
る
。
な
る
土
地
に
左
さ
れ
る
二
人
の
縣
尉
を
壯
行
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詩
は
國
長
安
の
作
と
見
て
相
 あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
詩
は
、
「
沿
路
の
敍
景
」
と
い
う
「
～
」
詩
に
特

な
手
法
を
、
典
型
に
!用
し
た
作
例
と
な
っ
て
い
る
。「
巫
峽
啼
猿
數
行
」「
白

邊
古
木
疏
」
は
、
三
峽
の
風
土
を
詠
み
"ん
で
、
峽
中
に
貶
さ
れ
た
李
少
府
の
行
く
手
を
#寫
し
、「
衡
陽
歸
雁
幾
封
書
」「
楓
江
上
秋
天
」
は
、
湘
中
の
代
表
な
風
土
を
取
り
上
げ
て
、
長
沙
に
貶
さ
れ
る
王
少
府
の
行
く
手
を
#寫
す
る
。
頷
聯
の
「
數
行
・
幾
封
」
が
數
對
を
、
頸
聯
の
「

楓
・
白
」
が
色
對
を
$
%し
て
、
修
辭
技
巧
に
も
怠
る
こ
と
は
な
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
松
原
）
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い
。こ
の
作
品
の
「
沿
路
の
敍
景
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
文 、
獻 、

、
知 、
識 、
に
基
づ
く
こ
と
を
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
巫
峽
啼
猿
數
行
」
が
『
水
經
』
江
水
に
引
く
「
巴
東
三
峽
巫
峽
長
、
猿
鳴
三
聲
沾
裳
」
の
古
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
「
衡
陽
歸
雁
幾
封
書
」
が
衡
陽
縣
の
回
雁
峰
に
關
す
る
傳
と
、

	の
蘇
武
に
ち
な
む
雁
信
の
話
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
「

楓
江
上
秋
天
」
が
、
『
楚
辭
』「
招
魂
」
の
「
湛
湛
江
水
兮
上
有
楓
、
目
極
千
里
兮
傷
春
心
。
魂
兮
歸
來
哀
江
南
」
を
意
識
し
、
楓
樹
は
、
湘
水
の
風
景
と
一
體
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
白

邊
古
木
疏
」
は
、
白

が
後
	初
期
の
公
孫
、
竝
び
に
蜀
	の
劉
備
の
居
で
あ
り
、
そ
こ
は
古
木
も
疏
ら
に
な
る
に
長
い
史
を
し
た
古
塞
で
あ
る
こ
と
を
提
と
し
て
い
る
。
す
る
に
、
高
自
身
の
體
驗
に
依
據
し
た
風
土
の
寫
で
は
な
く
、
ま
た
彼
自
身
の
想
像
力
に
よ
っ
て
無
か
ら

さ
れ
た
光
景
で
も
な
く
、
す
で
に
用
意
さ
れ
た
文
獻
知
識
に
基
づ
い
て
二

に
再
現
さ
れ
た
景
色
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
部
分
の
特
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
古
典


を
素
材
と
し
た
、「
型
り
」
の
寫
が
、「
～
」
詩
に
お
け
る
「
沿
路
の
敍
景
」
の
典
型
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
客

な
修
辭
技
で
あ
り
、
今
に
動
す
る
生
々
し
い
感
 と
は
!質
な
、
冷
靜
な
計
算
で
あ
る
。
に
は
、
五
言
律
詩
の
作
例
。
西
域
の
沙
"を
#臺
に
し
た
別
で
あ
る
。
裴
別
將
之
安
西
裴
別
將
の
安
西
に
之
く
を
る
$域
眇
%躋
$域
眇 は
る
かに
し
て
躋 こ
え
%く
悠
然
信
馬
蹄
悠
然
と
し
て
馬
蹄
に
信 ま
かす
風
塵
經
跋
&
風
塵
き
み
は
跋
&を
經
む
搖
'怨
(攜
搖
'
わ
れ
は
(攜
（
離
別
）
を
怨
む
地
出
流
沙
外
地
は
出
づ
流
沙
（
張
掖
郡
居
)澤
）
の
外
天
長
甲
子
西
天
は
長
し
甲
子
の
西
少
年
無
不
可
少
年
可
な
ら
ざ
る
無
し
行
矣
莫
悽
悽
行
け
悽
悽
た
る
莫
か
れ
西
域
は
、
遙
か
に
く
て
行
き
*き
%い
が
、
何
處
ま
で
も
馬
に
任
せ
て
+む
し
か
な
い
。
君
は
、
こ
れ
か
ら
兵
塵
を
,し
て
任
地
へ
と
赴
く
。
こ
の
搖
'の
哀
し
い
季
-に
、
人
と
別
れ
る
の
は
堪
え
%い
。
そ
の
地
は
、
流
沙
の
さ
ら
に
く
、
そ
の
天
は
、
九
州
の
分
野
か
ら
は
み
出
た
邊
境
に
あ
る
。
し
か
し
少
年
の
君
の
こ
と
、
無
理
な
こ
と
は
何
も
な
い
。
さ
あ
行
け
、
悲
し
む
の
で
は
な
い
。
西
域
の
風
土
を
確
に
掴
ん
だ
、
す
ぐ
れ
た
邊
塞
詩
で
あ
る
。
し
か
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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し
「
別
の
」
詩
と
し
て
こ
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
立
つ
の
體
性
も
、
彼
を
見
る
作
の
心
も
、
殆
ど
完
な
ま
で
に
象
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
搖
	怨

攜
」
は
、
こ
の
詩
中
に
あ
っ
て
唯
一
の
悲
哀
を
抒
べ
た
詩
句
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
秋
と
い
う
搖
	の
季
に
對
す
る
感
傷
一
般
を
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
の
場
の
離
別
に
固
有
の
感
（
つ
ま
り
こ
の
離
別
の
當
事
同
士
の
心
の
交
感
）
を
讀
み
取
る
こ
と
は
し
い
。
し
か
も
詩
の
末
尾
に
現
れ
る
の
は
、
「
少
年
無
不
可
、
行
矣
莫
悽
悽
」
と
い
う
形
式
な

の
言
辭
に
ぎ
な
い
。
こ
の
詩
は
、
「
～
」
詩
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
沿
路
の
敍
景
」
を
中
核
に
据
え
た

を
持
つ
。
し
か
も
そ
の
沿
路
に
廣
が
る
の
が
、
日
常
性
を
し
た
特
な
沙
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
沿
路
の
敍
景
」
は
、
も
は
や
離
別
の
抒
に
奉
仕
す
る
の
で
は
な
く
、
敍
景
そ
れ
自
體
の
價
値
を
自
ら
張
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
讀
が
讀
み
取
る
こ
の
詩
の
魅
力
は
、
離
別
詩
に
で
は
な
く
、
邊
塞
詩
と
し
て
の
そ
れ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
眇
小
な
人
を
點
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
き
出
さ
れ
る

た
る
世
界
の
壓
倒
な
臨
在
が
、
こ
の
詩
の
核
心
な
の
で
あ
る
（
９
）。
高
に
よ
っ
て
こ
こ
に
行
さ
れ
る
裴
別
將
は
、
案
外
、
滿
足
だ
っ
た
は 、
ず 、
で
あ
る
。
自
分
の
名
が
書
き
ま
れ
た
す
ぐ
れ
た
邊
塞
詩
を
ら
れ
る
こ
と
は
無
條
件
に
名
な
こ
と
で
あ
り
、
惜
別
の
心
の
多
少
は
、
こ
こ
で
は
二
義
な
意
味
し
か
持
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
離
筵
で
多
く
の
た
ち
に
よ
っ
て
一
齊
に
作
ら
れ
る
「
～
」
詩
と
は
、
畢
竟
、
こ
の
よ
う
な
關
心
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
は
、
詩
の
 臺
（
水
分
と
文
!の
缺
乏
）
と
は
正
反
對
の
江
南
の
風
土
を
 臺
と
し
た
別
詩
で
あ
る
。
「
李
九
」
は
李
"
し
よ
。
こ
の
時
に
先
立
つ
こ
と
#十
年
、
天
寶
三
載
に
單
父
ぜ
ん
ぽに
お
い
て
結
識
し
て
以
來
の
知
友
で
あ
る
（
高
「
$李
九
少
府
"樹
%子
賎
&祠
'」）。
秦
中
李
九
赴
越
秦
中
に
て
李
九
の
越
に
赴
く
を
る
攜
手
(千
里
手
を
携
へ
て
千
里
を
(む
于
今
將
十
年
今
に
于 い
たり
て
將
に
十
年
な
ら
ん
と
す
如
何
)離
別
如
何
せ
ん
離
別
の
)に
心
事
復
*
+
心
事
の
復
た
*
+
ち
ゆ
ん
て
んた
る
を
越
雖
有
以
越
に
く
は
以
ゑ
有
り
と
雖
も
出
關
,耿
然
關
を
出
づ
れ
ば
,に
耿
然（
不
安
）た
ら
ん
「
愁
霖
不
可
向
愁
霖
向
か
ふ
可
か
ら
ず
長
路
或


長
路
或
い
は

す
すみ
か
ら
ん
-會
獨
行
客
-會
獨
行
の
客
山
陰
秋
夜
船
山
陰
秋
夜
の
船
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
松
原
）
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謝
家
故
事
謝
家
故
事
を

も
とめ
禹
穴
訪


禹
穴

を
訪
は
ん
鏡
水
君
憶
鏡
水
君
の
憶
ふ

蓴
羹
餘
舊
便
蓴
羹
餘
は
舊 か
つて
便 な
れ
た
り
歸
來
莫
此
歸
來
此
を
る
る
莫
く
示
濟
江
篇
」
ね
て
江
を
濟
る
の
篇
を
示
せ
五
言
古
體
詩
。
越
中
（
會
・
山
陰
）
に
赴
任
す
る
李
	を

行
す
る
詩
。「
會
獨
行
客
」「
山
陰
秋
夜
船
」
と
は
、
越
中
に
赴
任
す
る
こ
と
を
、
二
句
に
分
散
し
て
言
っ
た
も
の
。
越
中
へ
の
赴
任
は
、
を
る
。
そ
こ
で
「
會
（
中
と
會
稽
）
」
の
語
が
あ
り
、
ま
た
「
蓴
羹
餘
舊
便
」
の
句
が
あ
る
。
「
沿
路
の
敍
景
」
が
、
に
文 、
獻 、

、
知 、
識 、
に
基
づ
い
て

さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
に
お
い
て
も
同
斷
で
あ
る
。
「
山
陰
秋
夜
船
」
は
、
王
徽
之
が
、
夜
船
を
仕
立
て
て
友
人
の
戴
逵
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
門

ま
で
至
っ
て
興
が
盡
き
、
會
わ
ず
に
引
き
し
た
、
と
い
う
『
世
新
語
』「
任
篇
」
に
記
す
有
名
な
故
事
を
意
識
し
よ
う
。「
謝
家
故
事
」
は
、
代
表
な
人
物
と
し
て
は
、
謝
安
が
天
子
か
ら
の
し
ば
の
し
を
斷
り
、
東
山
に
居
し
て
世
を
睥
睨
し
た
故
事
が
思
い
出
さ
れ
る
。
「
禹
穴
訪

」
は
、
會
稽
の
宛
委
山
に
あ
る
禹
王
に
ち
な
む
跡
で
、
こ
の
地
に
か
つ
て

が
書
を
貯
し
、
そ
れ
を
禹
王
が
得
て
讀
ん
だ
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
「

」
と
は
、
そ
の

の
し
た
書

を
言
う
。
「
蓴
羹
餘
舊
便
」
は
、
西
晉
の
張
翰
が
、
洛
陽
で
秋
風
の

こ
る
の
を
見
て
、
故
で
あ
る
中
の
菰
と
蓴
羮
と
、
鱸
魚
の
膾
を
思
い
出
し
て
直
ち
に
歸
に
就
い
た
と
い
う
有
名
な
故
事
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
「
示
濟
江
篇
」
と
は
、
謝
靈
の
「
酬
從
弟
惠
」
詩
の
「
傾
想
遲
佳
 、
果
枉
濟
江
篇
（
君
を
思
っ
て
佳
作
が
屆
け
ら
れ
る
の
を
待
ち
!ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
江
を
濟
る
詩
篇
を
下
さ
っ
た
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
そ
の
謝
惠
の
「
濟
江
篇
」
と
は
、
「
西
陵
"風
獻
康
樂
」
詩
で
あ
る
。
つ
ま
り
高
#は
、
李
	が
越
中
か
ら
の
歸
、
長
江
を
渡
る
と
き
に
作
っ
た
佳
篇
を
、
是
非
、
自
分
へ
の
土
$に
し
て
欲
し
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
、「
秦
中
」（
長
安
）
で
あ
る
。
李
	は
、
こ
の
と
き
會
稽
の
地
方
官
と
な
っ
て
赴
任
す
る
。
李
	は
、
十
年
來
の
%知
で
あ
る
。
そ
こ
で
詩
は
、
「
攜
手
!千
里
、
于
今
將
十
年
。
如
何
&離
別
、
心
事
復
'
(」
と
い
う
友
)の
確
*と
、
離
別
の
+痛
と
を
抒
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
單
な
る
儀
禮

,從
の
作
と
は
な
る
ほ
ど
一
線
を
畫
し
て
い
る
。
し 、
か 、
し 、
な 、
が 、
ら 、
こ
の
詩
の
核
心
部
分
は
、
後
-に
對
偶
を
驅
使
し
て
整
然
と
積
み
上
げ
ら
れ
る
「
沿
路
の
敍
景
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
獻
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知
識
を
提
と
し
た
、
（
し
か
し
離
別
の
悲
哀
と
は
直
接
し
な
い
）
あ
く
ま
で
も
客

な
修
辭
技
巧
な
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
讀
に
與
え
る
端
正
な
風
格
は
、
こ
う
し
た

を
排
し
た
作
法
と
一
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
岑
參
に
も
「
李
	

江
外
」
の
作
が
あ
り
、
天
寶
十
一
載
當
時
の
高
と
岑
參
の
親
密
な
交

、
び
い
ず
れ
も
體
五
言
排
律
に
接
し
た
韻
律
を
用
す
る
點
を
考
え
せ
る
と
、
同
じ
離
筵
に
お
け
る
制
作
と
斷
さ
れ
る
。
李
	

江
外
岑
參
相
識
應
十
載
見
君
只
一
官
家
貧
祿


霜
衣
仍
單
惆
悵
秋
死
蕭
條

闌
「
且
滄
洲
路
遙
指
雲
端
馬
關
塞

孤
舟
江


夜
眠
楚
濕
曉
湖
山

砧
淨
紅
鱠
 
袖
香
朱
橘
團
帆
見
禹
廟
枕
底
聞
嚴
灘
」
便
!賞
心
趣
豈
歌
行
路
"
#門
須
醉
別
少
爲
解
征
鞍
こ
の
岑
參
詩
も
高
の
場
合
と
同
樣
に
、
第
七
句
～
十
二
句
に
は
對
偶
を
用
い
た
沿
路
の
敍
景
が
端
然
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。
兩
の
作
品
の
詩
型
と
、
表
現
手
法
に
ぶ
共
$性
は
、
こ
の
二
篇
が
單
に
同 、
時 、
の
制
作
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
相
互
な
緊
張
關
係
の
中
で
あ
え
て
%
、
似 、
の 、
樣 、
式 、
の
下
に
競
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
「

～
」
詩
が
、
團
體
（
こ
こ
で
は
詩
人
集
團
）
を
提
と
し
、
離
筵
に
お
け
る
集
團
制
作
を
作
法
と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
相
互
作
用
を
馴
&す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
で
は
'出
し
た
個
人
の
抒
(は
自
ず
と
制
)を
受
け
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
高
の
「
～
」
詩
に
つ
い
て
瞥
見
し
た
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
「
～
」
詩
の
特
*が
、
基
本
に
は
高
に
お
い
て
も
再
確
+
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
「
～
」
詩
は
、
個
人
が
個
人
を
る
の
で
は
な
く
、
團
體
が
、
團
體
の
,員
を
り
出
す
儀
禮
の
中
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
離
筵
は
、
そ
の
團
體
の
-會
責
任
の
下
に
執
り
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
お
い
て
は
、
離
筵
に
參
加
す
る
人
は
、
個
人
と
し
て
の
顏
で
は
な
く
、
團
體
の
,員
と
し
て
の
顏
を
向
け
て
、
對
を
り
出
す
。
「
～
」
詩
の
示
す
樣
々
な
特
*は
、
.ね
こ
の
一
點
と
關
わ
っ
て
/か
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
一
點
の
補
足
を
す
る
。
高
の
「
」
の
別
詩
は
、
天
寶
一
一
載（
752）の
秋
、
高
が
封
丘
の
縣
尉
を
罷
め
て
長
安
に
出
て
き
た
時
期
以
に
集
中
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
孫
欽
善
『
高
集
校
0』
の
1
年
に
據
れ
ば
、
以
下
に
詩
題
を
2げ
る
十
四
首
の
「
～
」
詩
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
年
の
秋
の
制
作
で
あ
る
（
な
お
孫
欽
善
は
ペ
リ
オ
3619に
據
っ
別
に
お
け
る
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と
「
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高
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詩
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（
10）
て
さ
ら
に
「
餞
故
人
」
を
補
う
）。
①
渾
將
軍
出
塞
②
李
侍
御
赴
安
西
③
裴
別
將
之
安
西
④
蹇
秀
才
赴
臨

⑤
白
少
府
兵
之
隴
右
⑥
董
官
⑦

劉
事
充
朔
方
官
賦
得
征
馬
嘶
⑧
崔
功
曹
赴
越
⑨
秦
中
李
九
赴
越
⑩
鄭
侍
御
謫
中
⑪
桂
陽
孝

⑫
河
西
李
十
七
⑬
李
少
府
貶
峽
中
王
少
府
貶
長
沙
⑭
別
高
の
「
」
詩
は
、
合
計
三
三
首
。
孫
欽
善
が
そ
の
中
の
上
記
十
四
首
詩
を
、
總
て
天
寶
十
一
載
の
秋
三
ヶ
	に
繋
年
す
る
の
は
稍
や
極
端
に

ぎ
る
と
し
て
も
（
11）、
「
～
」
詩
の
多
く
が
長
安
期
に
遽
か
に
集
中
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
實
は
、「
」
詩
の
制
作
に
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
特
定
の
境
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
詩
題
を
一
瞥
す
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
⑭
の
一
首
を
除
き
、
他
の
十
三
首
は
い
ず
れ
も
官
人
の
赴
任
を
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
長
安
は
、
國
一
圓
に
根
を
張
っ
た
官
僚
組
織
の
中
心
で
あ
り
、
官
人
を
地
方
官
と
し
て
不
斷
に
り
出
し
、
ま
た
地
方
か
ら
い
上
げ
る
大
な
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
「
～
」
詩
と
は
、
こ
の
よ
う
な
境
の
中
に
最
も
應
し
た
樣
式
で
あ
る
。
封
丘
の
縣
尉
を
擲
っ
て
長
安
に
乘
り
ん
で
き
た
高
は
、
直
ち
に
官
人
と
の
接
觸
を
開
始
し
、
さ
ら
に
は
自
ら
哥
舒
翰
の
僚
と
な
っ
て
西
域
に
赴
任
す
る
。
高
は
、
詩
人
と
し
て
の
意
識
と
し
て
も
、
ま
た
實
際
の
職
務
と
し
て
も
、
こ
れ
に
先
立
つ
宋
中
屏
居
の
時
期
と
は
明
ら
か
に
な
る
地
に
立
っ
て
、
「
～
」
詩
を
量
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
（
五
）の
三
「
別
～
」
詩
の
特

こ
れ
か
ら
論
ず
る
高
の
「
別
～
」
詩
は
、
如
上
の
「
～
」
詩
と
は
明
確
に
對
立
し
て
い
る
。
「
別
～
」
詩
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
が
、
し
か
も
對
等
の
友
人
と
し
て
の
格
に
お
い
て
、
被

と
の
離
別
を
惜
し
む
詩
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
「
別
～
」
詩
は
、
對
の
豫
定
さ
れ
た
未
來
（
沿
路
・
任
務
）
で
は
な
く
、
目
の
離
別
に
關
心
を
持
つ
。
そ
こ
で
作
品
に
か
れ
る
の
は
、「
沿
路
の
敍
景
」
で
も
な
け
れ
ば
、「
未
來
に
向
か
う

」
で
も
な
く
、
そ
れ
と
は
方
向
を
に
す
る
よ
う
に
「
離
別
の
場
に
あ
る
現
在
の
光
景
の
寫
」
で
あ
り
、「

去
に
向
か
う
回
想
」
で
あ
る
（
12）。
し
か
も
意
す
べ
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
作
自
身
と
の
關
わ
り
の
中
か
ら
べ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
離
別
の
場
が
、
對
の
み
な
ら
ず
、
作
自
身
に
も
屬
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
對
の

去
も
、
單
に
客

な
履
 の
!報
と
し
て
で
は
な
く
、
作
自
身
と
の
交
際
に
引
き
付
け
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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別
韋
參
軍
韋
參
軍
に
別
る
１
二
十
解
書
劍
二
十
書
劍
を
解
し
て
西
長
安

西
の
か
た
ぶ
長
安

舉
頭
君
門
頭
を
舉
げ
て
君
門
を
み
屈
指
取
公
卿
指
を
屈
し
て
公
卿
を
取
ら
ん
と
す
國
風
沖
融
邁
三
五
國
風
の
沖
融
三
五
を
邁 し
のぎ

歡
樂
彌
寰
宇

の
歡
樂
寰
宇
に
彌 み
なぎ
る
白
璧
皆
言
賜
臣
白
璧
皆
な
言 こ
こに
臣
に
賜
は
り
布
衣
不
得
干
明

布
衣
明
に
干
む
る
を
得
ず
歸
來
洛
陽
無
負
郭
歸
り
來
た
れ
ば
洛
陽
に
負
郭
無
く
東
	梁
宋
非
吾
土
東
の
か
た
梁
宋
を
	ぐ
る
も
吾
土
に
非
ず
11兔

爲
農
不
登
兔

に
農
を
爲
す
も

登 み
のら
ず
雁
池
垂
心
長

雁
池
に
を
垂
る
る
も
心
長 つ
ねに
し
む
世
人
我
同
衆
人
世
人
我
を
す
る
こ
と
衆
人
に
同
じ
く
唯
君
於
我
最
相
親
唯
だ
君
の
み
我
に
於
て
最
も
相
ひ
親
し
む
且
喜
百
年
有
交
態
且
く
喜
ぶ
百
年
に
交
態
有
る
を
未
嘗
一
日
辭
家
貧
未
だ
嘗
て
一
日
も
家
の
貧
し
き
に
辭
せ
ず
彈
棋
筑
白
日

棋
を
彈
ち
筑
を
て
ば
白
日
れ
縱
酒
高
歌
楊
柳
春
酒
を
縱
に
し
て
高
歌
す
れ
ば
楊
柳
春
な
り
歡
未
盡
分
散
去
歡

未
だ
盡
き
ざ
る
に
分
散
し
去
り
使
我
惆
悵
心

我
を
使
て
惆
悵
し
て
心
を
か
し
む
21丈
夫
不
作
兒
女
別
丈
夫
は
作
さ
ず
兒
女
の
別
れ
の
臨
岐
涕
沾
衣
巾
岐
に
臨
み
て
涕

衣
巾
を
沾
す
を
こ
の
詩
は
、
高
の
初
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。
二
十
の
時
分
、
高
は
仕
を
求
め
て
長
安
に
上
っ
た
が
、
意
の
如
く
な
ら
ず
に
歸

（
高
の
里
は
洛
陽
附
と
推
定
さ
れ
る
）
し
、
さ
ら
に
東
の
宋
中
（
宋
州
宋
縣
、
今
の
河
南
邱
縣
）
に
寓
居
す
る
。
そ
の
宋
中
屏
居
の
時
期
に
交
を
結
ん
だ
韋
參
軍
が
、
こ
の
と
き
立
つ
の
と
離
別
し
た
作
で
あ
る
。
作
品
は
、

の
十
二
句
ま
で
、
作
高
の
長
安
上
京
と
蹉
跌
、
そ
し
て
宋
州
の
地
に
お
け
る
沈
淪
と
い
う
不
の

生
の
回
想
に
當
て
ら
れ
る
。
高
早
年
の
傳
記
料
が
備
わ
ら
な
い
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
詩
は
そ
の
缺
を
補
う
唯
一
無
二
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
旨
は
、
友
人
と
の
離
別
と
い
う
事
件
に
お
い
て
、
自
己
の
不
を
確
す
る
こ
と
に
あ
る
。
高
は
、
不
で
あ
る
た
め
に
、
孤
獨
だ
っ
た
。「
世
人
我
同
衆
人
」。
し
か
し
こ 、
の 、
人 、
だ
け
は
、
野
に
あ
っ
て
沈
淪
す
る
高
の
中
に
價
値
を
め
、
か
く
し
て
高
の
大
切
な
知
己
と
な
っ
た
。「
世
人
我
同
衆
人
、
唯
君
於
我
最
相
親
」。
今
そ
の
韋
參
軍
を
失
う
經
の
な
か
で
、
高
は
自
己
の
孤
獨
と
直
面
す
る
 別
に
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る
「
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と
「
別
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の
で
あ
り
、
會
か
ら
て
置
か
れ
た
自
己
の
不
を
改
め
て
反
芻
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
別
の
事
件
の
中
で
作
ら
れ
た
詩
の
特
は
、
紛
れ
も
な
く
惜
別
の
思
い
を
綴
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
被

と
の
心
靈
の
交
流
が
確
か
な
提
と
し
て
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
被


韋
參
軍
の
	體

な
が
、
例
え
ば
そ
の
經
も
、
現
在
の
境
も
、
立
つ
目

も
、
く
書
き
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
韋
參
軍
は
、
高
の
惜
別
の
言
辭
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
れ
よ
う
も
な
い
確
か
な
存
在
感
を
	え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
存
在
感
と
は
、
單
に
彼
が
高
と
同
樣
の
在
野
の
人
士
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
外
形


會

な
特
づ
け
を
言
う
の
で
は
な
い
。
高
か
ら
眞
實
の
惜
別
の
言
辭
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
、
そ
の
樣
な
人
格


存
在
感
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
行
（
り
出
し
）
を
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
抒
べ
ら
れ
る
の
は
、
作
の
境
で
あ
り
、
ま
た
作
の
胸
中
に
わ
だ
か
ま
る
不
で
あ
っ
て
、
立
つ
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
配
慮
は
そ
の
一
切
が
撥
無
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
立
つ
が
、
彼
の
友
人
か
ら
最
も
受
け
取
り
た
い
と
願
う
の
が
、
別
れ
か
ね
て
悲
し
む
そ
の
惜
別
の
思
い
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
思
い
を
綴
っ
た
こ
の
詩
こ
そ
、
離
別
詩
に
本
來
の
あ
り
方
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
も
っ
と
も
こ
の
樣
な
詩
は
、

期
に
量
さ
れ
た
「
～
」
と
命
題
さ
れ
る
詩
と
は
、
明
瞭
に
方
向
を
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
右
の
詩
は
、
長
篇
の
古
體
詩
で
あ
る
。
で
は
五
言
律
詩
の
場
合
、
「
別
～
」
詩
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
別
孫

孫
に
別
る
離
人
去
復
留
離
人
去
り
て
復
た
留
ま
る
白
馬
貂
裘
白
馬
貂
の
裘
屈
指
論
事
指
を
屈
し
て
事
を
論
じ
停
鞭
惜
舊

鞭
を
停
め
て
舊
を
惜
し
む


可



ぞ
る
可
け
ん

日
堪
愁


日
に
愁
ひ
に
堪
へ
た
り
誰
念
無
知
己
誰
か
念
は
ん
わ
れ
に
知
己
無
く
し
て
年
年
水
流
年
年

す
ゐ水
の
流
る
る
を
人
は
、
去
り
が
て
に
立
ち
も
と
お
る
。
白
馬
と
、
貂
の
出
で
立
ち
だ
。
自
分
は
、
指
折
り
數
え
て
 事
を
語
り
、
君
は
、
馬
を
留
め
て
か
つ
て
の
交
を
懷
か
し
む
。
長
安
の
!を
、
ど
う
し
て
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
し
か
し
自
分
は
今
、

に
あ
っ
て
日
々
愁
い
に
沈
む
ば
か
り
だ
。
自
分
に
は
推
挽
し
て
く
れ
る
知
己
も
な
く
、
水
の
流
れ
の
邊
り
で
、
空
し
く
"
#を
っ
て
い
る
こ
と
を
、
い
っ
た
い
誰
が
中
國
詩
文
論
叢
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分
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
孫
が
今
な
ぜ
こ
の
地
を
出
立
す
る
の
か
は
、
詩
中
に
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
「
白
馬
貂
裘
」
の
出
で
立
ち
は
、
官
人
と
な
っ
て
の
赴
任
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
詩
を
作
る
時
の
高
に
は
、
そ
の
出
立
の
理
由
は
大
き
な
關
心
事
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
立
つ
孫
も
、
自
分
の
未
來
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
は
せ
ず
、
二
人
の
交
を
た
だ
懷
か
し
む
の
で
あ
る
。
「
屈
指
論
事
、
停
鞭
惜
舊
」。
詩
は
後
	に
至
る
と
、
臆
す
る
こ
と
な
く
作

自
身
の
こ
と
を
語
り
始
め
る
。
「


可
、

日
堪
愁
」
と
は
、
高
が
二
十
の
後
に
長
安
に
上
っ
た
も
の
の
、
魄
し
て
歸
し
た
こ
と
、
し
か
も
里
に
も
ち
く
こ
と
も
で
き
ず
に
、
宋
中
の
地
に
客
寓
の
生
活
を
始
め
た
こ
と
を
敍
べ
る
。
さ
ら
に
尾
聯
「
誰
念
無
知
己
、
年
年
水
流
」
は
、
推
挽
し
て
く
れ
る
知
己
が
い
な
い
ば
か
り
に
宋
中
に
沈
淪
し
て
、
何
時
ま
で
も
水
の
流
れ
ば
か
り
を
眺
め
て
い
る
こ
と
の
焦
燥
を
吐
露
し
て
わ
る
の
で
あ
る
。
作
品
の
布
置
が
こ
の
よ
う
に
自
己
の
境
を
敍
べ
る
こ
と
に
重
點
を
置
く
以
上
は
、
こ
の
詩
は
詩
「
別
韋
參
軍
」
と
同
樣
に
、
行
（

り
出
し
）
を
題
と
す
る
も
の
で
は
な 、
い 、
と
理
解
す
る
の
が
當
だ
ろ
う
。
離
別
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
行
を
題
と
し
な
い
こ
と
つ
ま
り
離
別
と
い
う
事
件
が
、
被


の
未
來
へ
の
冷
靜
な
配
慮
を
生
む
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
そ
の
場
（
そ
の
土
地
・
そ
の
境
）
に
依
然
と
し
て
留
ま
る
作

自
身
の
感
を
吐
露
せ
し
め
る
こ
と
そ
れ
が
「
別
～
」
詩
の
特
な
の
で
あ
る
。
上
の
二
篇
は
、
作

自
身
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
點
で
、
自
身
に
つ
い
て
語
ら
な
い
の
詩
は
や
や
質
で
は
あ
る
。
別
崔
少
府
崔
少
府
に
別
る
知
君
少
得
意
知
る
君
意
を
得
る
こ
と
少
く
上
掩
柴

上
柴
を
掩
ふ
を

 仍
留
火

 
仍
ほ
火
を
留
め
春
風
未
授
衣
春
風
未
だ
衣
を
授
け
ず
皆
言
!綬
屈
皆
な
言
ふ
!綬
に
屈
す
る
も
早
向
"雲
飛
早
く
"雲
に
向
か
ひ
て
飛
ば
ん
と
借
問
他
事
借
問
す
他
の
事
今
年
歸
不
歸
今
年
歸
る
や
歸
ら
ざ
る
や
私
に
は
分
か
っ
て
い
る
、
君
が
不
の
ま
ま
に
、
水
の
邊
り
で
侘
び
#ま
い
に
甘
ん
じ
て
き
た
こ
と
を
。

 の
$日
に
も
、
こ
ご
え
て
火
を
と
す
こ
と
も
で
き
ず
、
春
風
が
吹
き
始
め
て
も
、
衣
更
え
も
で
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
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き
な
い
有
樣
だ
っ
た
。
君
は
、
縣
尉
と
い
う
官
に
淪
ん
で
い
る
が
、
や
が
て
雲
に
向
か
っ
て
ば
た
く
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
承
知
だ
。
さ
て
君
は
、
こ
れ
か
ら
縣
尉
と
な
っ
て
他
に
立
つ
が
、
今
年
は
、
は
た
し
て
お
歸
り
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
は
、
先
の
二
篇
と
は
な
っ
て
、
高
自
身
を
語
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
「
	～
」
詩
と
は
明
ら
か
に
な
る

作
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被 、
	
、

、
の 、

、
去 、
の 、
生 、
活 、
に
多
く
の
關
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
生
活
と
は
、
柴
の
中
に
ご
さ
れ
た
、
在
野
の
士
と
し
て
の
貧
の
生
活
で
あ
る
。
頷
聯
の
二
句
は
、
貧
を
物
語
る
象

な
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
彼
は
、
少
府
（
縣
尉
）
と
い
う
官
に
就
い
て
赴
任
す
る
。
し
か
し
高
の
關
心
は
、
そ
の
職
務
に
お
け
る
活
を
期
待
す
る
こ
と
に
は
な
い
。
確
か
に
衆
人
の
口
を
借
り
て
、
「
皆
言
綬
屈
、
早
向
雲
飛
」
と
そ
の
人
の
能
力
を
稱
讃
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
言
辭
は
、
こ
れ
ま
で
も
不
で
あ
り
、
い
ま
の
少
府
に
赴
任
す
る
と
き
に
あ
っ
て
な
お
も
不
で
あ
る
彼
を
慰
藉
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
	～
」
詩
一
般
に
、
ま
た
高
自
身
の
「
	～
」
詩
に
も
し
ば
し
ば
現
れ
る
よ
う
な
、
出
世
を
期
待
す
る
型

り
の

の
言
辭
で
は
な
い
。
今
年
中
に
自
分
の
そ
ば
に
歸
っ
て
く
る
か
否
か
を
訊
ね
て
、
歸
來
を
期
待
す
る
の
は
、
高
の
思
い
が

邊
に
あ
る
の
か
を
端
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
詩
に
は
、
「
	～
」
詩
を
特
づ
け
る
「
沿
路
の
敍
景
」
も
、
ま
た
「
對
の
未
來
の
營
爲
に
向
け
る

」
も
存
在
し
て
い
な
い
。
徹
頭
徹
尾
、
對
の
不
な
生
活
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
對
と
密
接
し
た
境
に
あ
る
自
己
を
自
然
と
き
上
が
ら
せ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
作
品
は
、
密
接
し
た
も
の
同
士
の
離
別
を
い
て
、
惜
別
の
心
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。
＊
以
上
の
三
篇
は
、
い
ず
れ
も
「
	～
」
詩
と
明
確
な
差
を
示
す
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
一
方
に
は
、
樣
式
上
の
別
が
殆
ど
付
か
な
い
も
の
も
存
在
す
る
の
は
、
文
學
作
品
と
し
て
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
別 、
（
一
作
	
、
）
馮
官
碣
石
西
地
漁
陽
薊
北
天
關
山
唯
一

雨
 盡
三
邊
才
子
方
爲
客
將
軍
正
!賢
遙
知
"府
下
書
記
日
翩
翩
こ
の
詩
は
、
自
己
の
境
に
つ
い
て
語
ら
ず
、
ま
た
對
と
の
交
誼
に
つ
い
て
も
語
ら
な
い
。
沿
路
の
敍
景
（
詩
の
#
$）
と
、
未
來
の
職
務
へ
の

と
に
%旨
を
置
い
た
手
法
は
、
「
別
～
」
の
詩
と
し
て
は
例
外
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
詩
題
の
文
に
「
	
、
馮
官
」
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
點
で
單
な
る
偶
然
を
超
え
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
原
文
が
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
こ
と
と
し
て
、
傳
寫
の
&に
こ
の
よ
う
な
文
を
生
じ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
詩
の
手
法
が
「
	～
」
の
詩
と
'和
感
を
覺
え
さ
せ
な
い
(に
接
)し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
「
	～
」
詩
は
、
離
別
の
今
で
は
な
く
、
被
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示
し
て
、
し
ば
し
ば
被

の
未
來
の
營
爲
に
對
し
て

・
鼓
の
言
辭
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
對
し
て
離
別
の
今
に
關
心
を
持
つ
「
別
～
」
詩
は
、
詩
題
に
お
い
て
も
、
ま
た
作
品
の
本
體
に
お
い
て
も
、
被

の
未
來
に
關
心
が
向
く
こ
と
は
少
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
に
讀
む
詩
は
、
被 、

、

、
に 、
對 、
す 、
る 、
鼓 、

、
を 、
含 、
ん 、
だ 、
例
外
な
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
宋
中
	劉
書
記
有
別
宋
中
に
劉
書
記
に
	ひ
て
別
る
る
有
り
何
代
無
秀
才
何
れ
の
代
か
秀
才
無
か
ら
ん
高
門
生
此
才
高
門
此
の
才
を
生
ず
森
然
睹
毛
髮
森
然
と
し
て
毛
髮
を
睹
れ
ば

見
河
山
來
河
山
の
來
た
る
を
見
る
が

し
幾
載
困
常

幾
載
常
に
困
し
む
も
一
時
催
一

時

催
す
白
身
明

白
身
明
に
し
待
詔
登
雲
臺
待
詔
し
て
雲
臺
に
登
る
相
逢
梁
宋

相
ひ
逢
ふ
梁
宋
の

與
我
醉
蒿
莱
我
と
與
に
蒿
莱
に
醉
ふ
楚
眇
千
里
楚
眇 は
る
かに
し
て
千
里
天
晝
不
開
天
晝
も
開
か
ず
末
路
離
別
末
路
に
離
別
不
能
悲
哀
ひ
て
悲
哀
す
る
能
は
ず
男
兒
爭
富
貴
男
兒
富
貴
を
爭
ふ
勸
爾
莫
遲
迴
爾
に
勸
む
遲
迴
す
る
莫
か
れ
詩
題
は
「
別
～
」
詩
と
し
て
は
稍
や
變
則
だ
が
、
偶
然
の
出
會
い
に
續
く
離
別
を
敍
べ
る
た
め
の
、
便
宜
命
題
と
考
え
れ
ば
良
か
ろ
う
。
彼
は
、
幾
度
か
常
（
科
の
常
科
？
）
に
第
し
た
後
、
ら
く
は
天
子
が
臨
時
に
行
う
「
制
科
」
に
第
し
て
、
掌
書
記
に
任
官
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
赴
任
の

、
宋
中
に
高
を
訪
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
念
願
も
叶
い
、
し
か
も
「
白
身
明
、
待
詔
登
雲
臺
」
と
い
う
優
渥
を
受
け
て
官
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
劉
某
に
對
し
て
、
高
は
鼓
の
言
辭
を
惜
し
ま
な
い
。「
男
兒
爭
富
貴
、
勸
爾
莫
遲
迴
」。
こ
の
よ
う
な
對
の
未
來
の
營
爲
へ
の

を
含
む
點
に
お
い
て
、
こ
の
詩
は
、「
～
」
詩
と
一

ず
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
詩
は
大
き
な
點
で
、「
～
」
詩
と
は
な
っ
て
い
る
。
高
は
、
劉
某
が
こ
れ
か
ら
就
く
職
務
の
實
際
に
は
、
必
ず
し
も
關
心
を
向
け
て
い
な
い
。
こ
の
詩
に
は
、
劉
某
が
何
れ
の
地
に
赴
任
す
る
か
も
示
さ
れ
て
い
な
い
（
13）。
し
か
も
こ
の
結
果
、
一
般
に
「
～
」
詩
が
修
別
に
お
け
る
「
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と
「
別
」―
高

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辭
を
凝
ら
す
「
沿
路
の
敍
景
」
は
、
こ
の
詩
に
は
存
在
す
る
餘
地
す
ら
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
詩
が
、
劉
某
の
赴
任
地
を
示
さ
ず
、
彼
の
官
人
と
し
て
の
職
務
に
無
關
心
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
し
か
し
「
男
兒
爭
富
貴
、
勸
爾
莫
遲
迴
」
と
い
う
鼓
の
言
辭
が
あ
る
こ
と
を
、
ど
う
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

し
た
よ
う
に
「
～
」
詩
の
本
質
は
、
團
體
に
よ
る
、
そ
の

員
の
行
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
對
に
對
す
る

	の
言
辭
も
、
そ
の
團
體
の
倫
理
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
男
兒
爭
富
貴
」
と
い
う
、
傍

無
人
の
上
昇
志
向
は
、
官
僚
組
織
の
中
に
あ
っ
て
は
秩
序
の
破
壞
と
し
て
忌
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
と
き
宋
中
の
野
人
で
あ
っ
た
高
に
は
、
こ
う
し
た
倫
理
拘
束
は
そ
も
そ
も
無
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
鼓
の
言
辭
は
、
官
僚
世
界
の
秩
序
の
外
部
に
あ
る
に
し
て
可
能
な
、
戰
國
時
代
の

の
士
を
氣
取
っ
た
大 、
言 、
壯 、
語 、
と
見
る
の
が
實
態
に
い
で
あ
ろ
う
。
宋
中
の
地
に
沈
淪
し
て
い
た
不
の
高
が
、
好
ん
で
自
ら
を
魄
の

家
＝
蘇
秦
に
擬
え
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
讀
ん
だ
「
別
韋
參
軍
」
の
「
歸
來
洛
陽
無
負
郭
、
東
梁
宋
非
吾
土
」
に
至
る

に
お
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
高
が
切
し
て
い
た
の
は
、
官
僚
の
階
梯
を
一
段
ず
つ
登
る
よ
う
な
堅
實
な
立
身
出
世
で
は
な
く
、
壯
士
の
氣
魄
を
負
っ
て
、
一
氣
に
榮
の
高
み
に
き
ん
出
る
こ
と
だ
っ
た
（
14）。
こ
の
詩
が
「
～
」
詩
と
は
な
ら
な
か
っ
た
積
極
な
理
由
は
、
二
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
第
一
は
、
劉
某
の
去
の
經
を
丹
念
に
書
き
綴
る
こ
と
で
あ
る
。
「
～
」
詩
の
典
型
な
樣
式
で
は
、
被

の
去
が
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
確
か
に
徑
庭
が
あ
る
。
そ
し
て
第
二
は
、
そ
の
經
の
容
、
そ
の
も
の
の
特
で
あ
る
。
劉
某
は
邁
な
質
に
惠
ま
れ
な
が
ら
、
久
し
く
不
の
態
に
て
置
か
れ
た
。
し
か
し
彼
は
最
後
に
は
、
天
子
の
例
の
擢
を
受
け
て
、
そ
の
不
の
去
を
一
蹴
す
る
。
「
幾
載
困
常
 、
一
!時
"催
。
白
身
#明
$、
待
詔
登
雲
臺
」
。
劉
某
の
經
は
、
順
 な
上
昇
線
を
%
く
&良
の
そ
れ
で
は
は
な
い
。
天
子
と
の
會
に
由
っ
て
一
氣
に
'身
を
(げ
る
、
そ
れ
は
今
は
不
に
淪
む
高
が
、
自
分
の
未
來
に
期
待
す
る
'身
の
仕
方
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
高
は
彼
の
經
の
中
に
、
自
ら
の
願
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
彼
は
單
な
る
)常
一
般
の
知
人
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
「
相
逢
梁
宋
*、
與
我
醉
蒿 、
莱 、
」
の
詩
句
に
よ
っ
て
裏
面
か
ら
も
確
+で
き
る
。
こ
の
詩
句
は
、
蒿
莱
の
中
に
屏
居
す
る
高
が
、
自
ら
を
不
と
+識
し
て
い
る
こ
と
を
先
ず
表
明
す
る
。
そ
し
て
劉
某
は
、
高
の
不
を
知
り
な
が
ら
、
な
お
も
そ
の
人
を
,っ
て
あ
え
て
蒿
莱
の
中
に
高
を
)ね
る
人
物
と
し
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さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
が
劉
某
の
中
に
自
分
の
身
の
願

を
重
ね
た
よ
う
に
、
劉
某
も
ま
た
、
高
の
中
に
自
分
と
同
質
の
も
の
（
沈
淪
の
壯
士
）
を
め
て
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
「
別
～
」
詩
は
、
對
等
の
關
係
に
結
ば
れ
た
個
人
と
個
人
と
の
離
別
（
端
に
は
惜
別
）
を
題
と
す
る
。
こ
の
詩
が
示
す
以
上
の
特
は
、
い
ず
れ
も
「
	～
」
詩
の
も
の
で
は
な
く
、
惜
別
の
思
い
を
綴
る
「
別
～
」
詩
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
高
の
「
別
～
」
詩
で
は
、
最
後
に
、
李
攀
龍
『

詩
』
に
も

ら
れ
て
有
名
な
作
品
を
讀
ん
で
お
き
た
い
。
別
董
大
二
首
高

十
里
雲
白
日

北
風
吹
雁
紛
紛
莫
愁
路
無
知
己
天
下
誰
人
不
識
君
六
飄
私
自
憐
一
離
京
洛
十
餘
年
丈
夫
貧
賤
應
未
足
今
日
相
逢
無
酒
錢
こ
の
詩
が
「
別
～
」
の
命
題
を
る
こ
と
に
つ
い
て
、
必
な
確

を
す
れ
ば
、
①
詩
題
に
	ら
れ
る
董
大
の
目
地
點
も
、
目
行
爲
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
②
董
大
の
の

の
寫
「
沿
路
の
敍
景
」
が
存
在
し
な
い
（
も
っ
と
も
沿
路
の
敍
景
が
典
型
に
用
さ
れ
る
の
は
五
言
律
詩
型
の
「
	～
」
詩
で
あ
り
、
必
ず
し
も
句
で
は
な
い
の
だ
か
）
。
こ
の
二
點
は
、
こ
の
詩
が
「
	～
」
詩
と
は
一
線
を
畫
し
て
い
る
こ
と
を
證
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
何
よ
り
も
目
し
た
い
の
は
、
其
二
が
、
高 、

、
自 、
身 、
の 、
境 、

、
に
つ
い
て
專
ら
語
る
、
こ
の
點
で
あ
る
。
六
飄
私
自
憐
六

飄
し
て
私 ひ
そか
に
自
ら
憐
れ
む
一
離
京
洛
十
餘
年
一
た
び
京
洛
を
離
れ
て
十
餘
年
丈
夫
貧
賤
應
未
足
丈
夫
は
貧
賤
應
に
未
だ
足
ら
ざ
る
べ
し
今
日
相
逢
無
酒
錢
今
日
相
ひ
逢
ひ
て
酒
錢
無
し
大
鳥
（
高
）
は
、
風
の
ま
ま
に
た
だ
よ
う
ば
か
り
で
、
己
れ
の
不
甲
斐
な
さ
を
悲
し
ん
で
い
る
。
京
洛
の
地
を
後
に
し
て
、
も
う
十
年
も
經
っ
た
。
し
か
し
丈
夫
た
る
も
の
、
こ
の
度
の
貧
賤
は
試
と
わ
き
ま
え
、
へ
こ
た
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
ら
し
い
。
今
日
、
君
に
逢
っ
た
と
い
う
の
に
、
酒
を
振
う
金
す
ら
も
な
い
の
だ
。
高
は
、
二
十
の
頃
に
長
安
に
上
っ
た
が
、
失
意
の
ま
ま
に
離
京
し
て
宋
中
に
客
寓
の
生
活
を
始
め
る
。
高
が
こ
の
詩
を
作
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
餘
年
の
後
、
な
お
宋
中
に
屏
居
を
續
け
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
高
は
、
	別
に
お
け
る
「
	」
と
「
別
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高

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詩
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自
ら
を
「
六
」
「
丈
夫
」
と
稱
し
て
、
高
く
矜
恃
し
て
い
る
。
し
か
し
實
際
は
、
六
は
い
た
ず
ら
に
飄
し
、
丈
夫
は
酒
錢
に
も
事
缺
く
ほ
ど
に
貧
賤
の
境
に
沈
淪
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
境
を
作
自
身
が
物
語
る
こ
と
は
、
行
（
り
出
し
）
を
題
と
す
る
「
～
」
詩
の
樣
式
に
は
、
そ
も
そ
も
場
い
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
と
っ
て
も
、
こ
の
詩
が
惜
別
（
殘
留
）
を
題
と
す
る
「
別
～
」
詩
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
「
別
董
大
二
首
」
の
順
序
は
、
版
本
に
よ
っ
て
	な
っ
て
い
る
（
15）。
「
十
里

雲
」
で
始
ま
る
詩
が
出
し
て
有
名
で
は
あ
る
が
、
離
別
の
詩
の
作
法
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
自
己
の
境
を
敍
べ
る
「
六
飄
」
の
詩
が
提
と
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
順
序
の
混
亂
は
、
こ
の
詩
が
惜
別
の
を
綴
る
べ
き
「
別
～
」
詩
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
改
め
て
確
さ
せ
る
興
味
深
い
事
實
と
、
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。高
が
、
如
何
な
る
理
由
で
、
別
の
場
面
で
當
時
の
流
で
あ
っ
た
「
～
」
詩
ば
か
り
で
は
な
く
、
あ
え
て
せ
て
「
別
～
」
詩
を
も
制
作
し
た
の
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
因
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
は
、
高
の
文
學
制
作
が
高
に
あ
っ
た
宋
中
屏
居
を
中
心
と
す
る
仕
官
以
の
時
期
、
か
れ
の
圍
に
は
「
～
」
詩
を
制
作
す
る

、
境 、
が
そ
も
そ
も
十
分
に
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
～
」
詩
は
、
團
體
が
、
團
體
の
員
を
行
す
る
樣
式
で
あ
る
。
官
人
で
あ
れ
ば
、
彼
の
屬
す
る
官
僚
組
織
が
そ
の
團
體
と
な
り
、
在
野
の
名
士
（
孟
然
）
で
あ
れ
ば
、
在
地
の
名
家
た
ち
が
そ
の
團
體
と
な
っ
た
。
し
か
し
宋
中
に
客
寓
の
生
活
を
っ
て
い
た
高
に
は
、
自
己
の
屬
す
る
團
體
は
な
か
っ
た
。
彼
が
り
に

圍
の
冷
眼
を
い
、
知
己
の
不
在
を
き
、
自
身
の
孤
獨
を
訴
え
る
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
高
が
「
～
」
詩
の
制
作
の
場
か
ら
く
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
高
は
、
こ
う
し
た
境
の
中
で
、
自
ら
に
相
應
し
い
離
別
詩
の
樣
式
と
し
て
、
別
の
「
別
～
」
詩
を
開
拓
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

後
期
に
お
い
て
第
に
 行
す
る
樣
式
!が
、
「

～
」
詩
か
ら
自
由
な
抒
を
閉
め
出
し
て
、
千
篇
一
律
の
隘
路
へ
と
"
き
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
「
～
」
詩
の
#
$は
、
何
人
か
の
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
氣
付
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
高
は
、
そ
の
こ
と
に
氣
付
い
た
初
期
の
詩
人
の
一
人
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
#
$に
對
す
る
代
案
を
「
別
～
」
詩
の
制
作
を
%し
て
&體
'に
提
(し
た
詩
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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結
語
高
の
「
別
～
」
系
の
別
詩
の
存
在
は
、
そ
の
中
に
す
ぐ
れ
た
作
品
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
體
が
文
學
史
上
に
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
高
の
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
別
の
文
學
は
、
「
～
」
系
の
作
品
と
は
性
格
を
に
す
る
「
別
～
」
系
の
作
品
と
相
俟
っ
て
、
よ
り
多
面
な
世
界
を

で
き
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
～
」
詩
は
、
團
體
が
（
複
數
の
個
人
が
共
に
一
つ
の
團
體
の

員
で
あ
る
と
い
う
自
覺
の
下
に
）
、
そ
の
員
の
一
人
を
行
す
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
～
」
詩
で
は
、
る
側
も
、
ら
れ
る
側
も
、
團
體
の
員
の
	格
に
お
い
て
互
い
に
關
わ
る
の
で
あ
り
、
作
品
は
個
人
に
屬
す
る
感

を
交
え
ず
に

さ
れ
る
點
で
、
そ
の
抒

の
性
格
も
自
ず
と
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
～
」
詩
が
樣
式
特
と
す
る
「
沿
路
の
敍
景
」
と
「
豫
定
さ
れ
た
營
爲
へ
の

」
と
は
、
正
し
く
そ
う
よ
う
に
な
制
の
下
に
お
か
れ
た
抒

の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
「
別
～
」
詩
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
と
個
人
の
關
係
に
お
い
て
作
ら
れ
る
。
「
別
～
」
詩
の
題
は
、
離
別
に
お
け
る
作

自
身
の
感
の
表
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
言
す
れ
ば
、
こ
の
と
き
作
は
、
個
人
と
は
元
を
に
す
る
團
體
の
員
と
し
て
の
意
識
を
拂
拭
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
對
が
未
來
に
お
い
て
如
何
な
る
營
爲
を
豫
定
し
て
い
る
か
と
言
う
こ
と
は
、

に
は
團
體
の
關
心
事
で
あ
り
、
從
っ
て
「
別
～
」
詩
で
は
問
題
に
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
別
に
お
け
る
「
別
～
」
詩
は
、
高
に
お
い
て
如
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
い
去
に
は
、
張
の
先
例
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
く
は
、
六
期
の
「
別
～
」
詩
の
傳
統
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
だ
別
と
留
別
と
の
未
分
の
段
階
に
留
ま
り
な
が
ら
、
だ
か
ら
こ
そ

と
被

と
の
點
の
相
を
象
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
關
心
を
、
今
と
い
う
離
別
の
事
件
に
集
中
す
る
樣
式
だ
っ
た
。
高
は
こ
う
し
た
六
期
の
「
別
～
」
詩
に
立
ち
る
こ
と
で
、
「
行
」
で
は
な
く
「
惜
別
」
を
題
と
す
る
別
の
文
學
を
再

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
別
の
文
學
は
大
勢
と
し
て
見
れ
ば
、
 
!か
ら
大
"時
期
に
か
け
て
「
～
」
系
の
別
詩
に
よ
っ
て
獨
占
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
元
和
以
#、
別
詩
が
$
%に
制
作
數
を
減
ら
し
た
こ
と
は
、
こ
の
「
～
」
系
の
別
詩
の
樣
式
な
單
一
性
が
、
單
&な
文
學
を
生
ん
で
、
つ
い
に
詩
人
た
ち
の
興
味
を
繋
ぎ
止
め
ら
れ
た
く
な
っ
た
こ
と
と
對
應
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
高
の
「
別
～
」
詩
の
試
み
は
、
繼
承
を
持
つ
こ
と
な
く
彼
一
人
の
も
の
と
し
て
完
結
し
た
が
、
こ
の
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
松
原
）
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こ
と
が
提
し
た
問
題
は
、
そ
の
後
の
中
期
の
文
學
の
展
開
を
考
察
す
る
た
め
の
貴
重
な
點
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
[
]
（
１
）
參
照
：
拙
稿
「
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
（
下
）
の
二
初
四
に
よ
る
「
序
」
の
創
出
を
め
ぐ
っ
て
」
第
二
一
	（
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
12集
、
一
九
九
三
年
）
（
２
）


時
期
に
「
留
別
～
」
詩
を
最
も
多
く
制
作
し
た
の
は
、
孟
然
に
稍
や
遲
れ
る
李
白
（
一
七
首
）
で
あ
り
、
數
に
お
い
て
こ
れ
に
ぐ
詩
人
が
孟
然
と
王
昌
齡
（
共
に
五
首
）
、
そ
し
て
杜
甫
の
四
首
、
王
維
の
三
首
が
續
く
。
す
る
に
、
別
と
、
熟
し
た
留
別
の
に
あ
っ
て
、
「
別
～
」
詩
が
獨
自
の
地
位
を
張
で
き
る
境
が
整
う
の
は
、
こ
の
孟
然
以
後
と
し
て
よ
い
。
こ
れ
以
の
「
別
～
」
は
、
時
に

別
の
詩
と
な
り
（
張
）
、
時
に
留
別
の
詩
と
な
る
ば
か
り
で
（
陳
子
昂
）、
高
の
場
合
の
よ
う
に
「
～
」「
留
別
～
」
に
對
し
て
獨
自
の
張
を
も
つ
命
題
と
な
る
に
は
、
未
だ
條
件
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
（
１
）

の
拙
稿
を
參
照
。
（
３
）
名
人
に
別
の
詩
を
ら
れ
る
こ
と
は
、
榮
な
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
大
年
に
地
方
に
赴
任
す
る
は
、
錢
や
士
元
の
別
詩
を
得
ら
れ
な
い
と
面
目
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
と
傳
え
ら
れ
る
（
高
仲
武
『
中
興
氣
集
』
士
元
の
條
）
。
こ
れ
と
同
樣
の
こ
と
は
、
張
の
場
合
に
も
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
。
し
か
も
張
は
、
詞
臣
の
錢
・
士
元
と
は
な
り
、
文
壇
の
み
な
ら
ず
官
界
の
重

で
も
あ
っ
た
。
（
４
）
な
お
念
の
た
め
に
補
足
す
る
。
一
例
と
し
て
「
南
中
北
使
二
首
」
其
一
：「
傳
聞
合
浦
 、
曾
向
洛
陽
飛
。
何
日
南
風
至
、
!隨
北
使
歸
。
紅
顏
渡
嶺
歇
、
白
首
對
秋
衰
。
高
歌
何
由
見
、
"堂
不
可
#。
誰
憐
炎
$曲
、
%盡
血
沾
衣
」
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
個
人
に
關
わ
る
貶
謫
の
悲
哀
が
抒
べ
ら
れ
て
、
「
&威
あ
る
」
に
相
應
し
い
&威
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
の
張
は
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
南
中
の
地
の
地
方
長
官
の
職
務
に
お
い
て
「
北
使
」
（
固
有
名
詞
を
も
っ
て
特
定
さ
れ
な
い
誰
か
）
を
接
見
し
、
そ
の
職
務
の
一
と
し
て
彼
を
國
'へ
と
り
出
す
の
で
あ
る
。
「
～
」
詩
が
作
ら
れ
る
(機
が
何
で
あ
る
か
、
明
瞭
で
あ
る
。
（
５
）
孟
然
が
)里
の
襄
陽
に
あ
っ
て
、
地
方
官
の
轉
任
を
行
す
る
宴
席
に
官
人
「
衣
冠
」
や
土
地
の
名
士
「
耆
舊
」
と
共
に
*な
っ
て
「

～
」
詩
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
は
、
の
作
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
「
韓
使
君
除
洪
州
'曹
（
韓
公
父
常
爲
襄
州
使
）」：「
+職
撫
荊
衡
、
分
符
襲
寵
榮
。
,來
看
擁
傳
、
後
-專
.。
勿
翦
棠
/在
、
波
澄
水
更
0。
重
推
江
1理
、
旋
改
豫
章
行
。
召
父
多
2愛
、
羊
公
有
令
名
。
衣 、
冠 、
列
3
4、
耆 、
舊 、
擁
旌
。
5首
晨
風
、
江
陵
夜
火
6。
無
才
慚
孺
子
、
千
里
愧
同
聲
」
。
自
「
韓
公
父
常
爲
襄
州
使
」
に
據
れ
ば
、
韓
宗
の
父
（
韓
思
復
）
も
、
か
つ
て
襄
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
（
６
）
參
照
:拙
稿
「
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
（
下
の
三
）


期
の
臺
閣
詩
人
と
別
詩
の
確
立
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
四
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
集
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集
、
一
九
九
五
年
）
（
７
）
參
照
：
（
６
）

の
拙
稿
。
（
８
）
高
の
三
二
首
の
「
～
」
詩
で
、
詩
題
中
に
目
地
點
な
い
し
は
目
行
爲
を
明
記
す
る
も
の
は
、
以
下
の
二
一
首
：
①
蕭
十
八
與

侍
御
迴
	
②
崔

事
赴
宣

③


劉
明
府
魏
郡
太
守
④
楊
山
人
歸
嵩
陽
⑤
渾
將
軍
出
塞
⑥
田
少
府
貶
梧
⑦
郭
處
士

蕪
寄
苟
山
人
⑧
白
少
府
兵
之
隴
右
⑨
張
瑤
貶
五
谿
尉
⑩
蔡
十
二
之
上
（
時
在
衞
中
）
⑪
淇
上
韋
司
倉
滑
臺
⑫
崔
功
曹
赴
越
⑬
蹇
秀
才
赴
臨

⑭
劉
事
充
朔
方
官
賦
得
征
馬
嘶
⑮
鄭
侍
御
謫
中
⑯
李
侍
御
赴
安
西
⑰
裴
別
將
之
安
西
⑱
李
少
府
貶
峽
中
王
少
府
貶
長
沙
⑲
柴
司
充
劉
卿
官
之
嶺
外
⑳
蔡
少
府
赴
登
州
推
事
秦
中
李
九
赴
越
。
一
方
こ
れ
に
對
し
て
、
詩
題
中
に
目
を
示
さ
な
い
も
の
は
、
以
下
の
十
一
首
：
宋
中
族
姪
式
顏
（
時
張
大
夫
貶
括
州
、
使
人
召
式
顏
、
有
此
作
。
）
又
族
姪
式
顏

韓
九

別

蔡
山
人
 賦
得
	山
吟
沈
四
山
人
!河
西
李
十
七
"
魏
八
#
董
官
$
桂
陽
孝
%
&
李
少
府
時
在
客
舍
作
。
こ
の
う
ち

は
族
弟
の
高
式
顏
を
別
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
'
(に
付
け
ら
れ
た
自
に
據
れ
ば
、
括
州
刺
史
に
貶
謫
さ
れ
た
張
守
珪
に
招
か
れ
て
、
高
式
顏
が
そ
の
地
に
赴
く
と
き
の
作
と
明
示
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
こ
の
二
篇
は
、
目
地
點
と
目
任
務
を
記
し
た
作
品
と
し
て
分
)す
る
の
が
*當
で
あ
ろ
う
。
（
９
）
西
域
に
人
を
る
「
～
」
詩
で
は
、
+の
王 、
維 、
の
詩
が
知
ら
れ
て
い
る
。
「

,澹
然
官
」
：
「
不
識
陽
關
路
、
新
從
定
-侯
。
.雲
斷
春
色
、
畫
角
/邊
愁
。
瀚
經
年
到
、
交
河
出
塞
流
。
須
令
外
國
使
、
知
飮
0氏
頭
」。「
劉
司
直
赴
安
西
」：「
1域
陽
關
2、
胡
沙
與
塞
塵
。
三
春
時
有
雁
、
萬
里
少
行
人
。
苜
蓿
隨
天
馬
、
葡
萄
逐
3臣
。
當
令
外
國
懼
、
不
敢
覓
和
親
」
。
五
言
律
詩
の
4用
と
共
に
、
沙
5の
6
5と
し
た
光
景
の
7出
に
力
點
を
置
く
こ
と
も
、
ま
た
建
功
へ
の
期
待
を
末
尾
に
形
式
に
添
え
る
こ
と
も
、
高 、

、
の 、
詩 、
と 、
同 、
工 、
8
、
曲 、
で
あ
る
。
（
10）
西
晉
の
張
翰
の
9話
を
踏
ま
え
る
。
張
翰
、
晉
:郡
人
。
性
縱
任
不
拘
、
離
家
入
洛
、
被
齊
王
冏
;辟
爲
官
、
見
秋
風
/、
因
思
:中
菰
<・
蓴
羮
・
鱸
魚
膾
、
曰
：
「
人
世
貴
得
志
、
何
能
羈
宦
數
千
里
以
=名
>乎
」。
命
駕
而
歸
。（『
晉
書
』
文
?傳
）。
な
お
高
は
、
少
年
の
時
、
父
の
高
從
文
が
韶
州
（
廣
東
省
韶
關
市
）
長
史
と
な
る
の
に
@わ
れ
て
、
嶺
南
に
行
っ
た
。
こ
の
'後
、
:中
を
經
Aし
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
11）
劉
開
揚
『
高
詩
集
B年
箋
註
』
（
中
C書
局
、
一
九
八
一
年
）
の
B年
に
據
れ
ば
、
①
④
⑤
⑧
⑨
⑫
を
略
ぼ
天
寶
十
一
、
二
載
の
制
作
と
す
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
⑬
を
宋
中
時
期
、
⑪
を
安
史
の
亂
後
、
②
③
⑥
⑦
⑩
⑭
を
制
作
時
未
詳
と
す
る
。
ま
た
D
E初
『
高
年
譜
』
（
上
古
F出
版
G、
一
九
八
〇
年
）
で
は
、
①
②
③
④
⑤
⑭
を
天
寶
十
二
～
十
四
載
、
⑧
⑨
⑬
を
乾
元
元
、
二
年
に
繋
年
す
る
。
（
12）
六
H時
代
の
離
別
詩
は
、
別
・
留
別
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
「
別
」
の
命
題
が
一
般
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
「
別
～
」
詩
は
、
誰
が

(で
被

(で
あ
る
か
と
い
う
立
場
の
相
別
に
お
け
る
「
」
と
「
別
」―
高

別
詩
論
考
（
松
原
）
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、
す
る
に
別
と
留
別
と
の
點
の
相
を
超
越
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
關
心
を
離
別
（
分
離
）
と
い
う
事
件
そ
の
も
の
に
集
中
す
る
樣
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
高
の
「
別
～
」
詩
は
、
六
時
代
の
「
別
～
」
詩
の
き
	長
上
に
あ
り
、
そ
の
性
格
を
「
～
」
詩
と
の
相
を
際
立
て
な
が
ら
、
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
（
13）
孫
欽
善
『
高
集
校

』
に
は
「
楚
」
の
「
楚
」
を
楚
州
（
江
蘇
省
淮
河
以
南
）
と
見
て
、
劉
某
の
赴
任
地
と
し
て
い
る
が
、
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
劉
開
揚
『
高
詩
集
年
箋

』
六
六
頁
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
楚
」
は
「
天
」
と
對
に
な
っ
て
、
冷
え
冷
え
と
し
て
楚 イ
バ
ラ
の
廣
が
る
曠
野
を
言
う
で
あ
ろ
う
。
（
14）
高
が
、
天
寶
八
載
（
七
四
九
）
、
四
九
に
し
て
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
封
丘
縣
尉
の
官
を
や
が
て
擲
ち
、
そ
の
後
、
隴
右
度
使
哥
舒
翰
の
僚
と
な
っ
て
俄
に
頭
角
を
露
し
て
行
く

は
、
彼
自
身
が
早
年
に
思
い
い
た
壯
士
＝

家
の
身
の
仕
方
の
、
代
に
お
け
る
再
現
で
あ
る
。
な
お
高
が
蘇
秦
の
榮
を
見
て
い
た
こ
と
は
、
一
例
と
し
て
「
別
王
徹
」
詩
の
末
尾
に
見
え
る
王
徹
に
手
向
け
た
言
辭
「
離
別
未
足
悲
、
辛
當
自
任
。
吾
知
十
年
後
、
季 、
子 、
（
蘇
秦
の
字
）
多 、

、
金 、
」
に
も
窺
え
る
。
（
15）
劉
開
揚
『
高
詩
集
年
箋
註
』
、
孫
欽
善
『
高
集
校

』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鈔
本
『
詩
』
殘
卷
・
宋
鈔
本
『
高
常
侍
集
』、
四
庫
書
本
『
高
常
侍
集
』
で
は
、
「
六
…
」
の
詩
が
其
一
に
置
か
れ
て
い
る
。
・
附
記
・
本
稿
は
、

 十
二
年
度
專
修
大
學
!究
助
 （
個
別
!究
）
の
!究
 果
の
一
部
で
あ
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
十
九
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